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学長団交を追求
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学内外情宣活動はしない、叢

先
月
二十
七
日
行
な
わ
れ
た
、
五
・二
五制
服警
宮
字
内
侵
入
事
件
に
園

す
る
腺
枝
鋼判
(弟
二
囲
)
は
、
郁
生
側
の
罠刀
闘
舶
の削
に
流
会
と
な
っ

た
。
てれ
以
彼
、
学
校
当
局
と
し
て
は
、
蘭業
紙
報
底の
規
模
か
りい
って

も
、戴
判
闘
争
妻員
会
に
刈
し
て
何
ら
か
の
働き
か
け
が
あ
る
と
見
ら
れ
て

い
た
が、
二目
孕
ぜ
部
畏
は
裁
判
闘
争
安
員会
と
蒔し
め
いを
暫
り、
事
情

を
恥
取す
る
と
と
も
に
、
字
生
側
の
動
向
を
払
っ
て
いる
りし
く
見
え
る
。

火
字
人
に
関わ
りを
も
つ
天掌
目
治

の
悶
題
で
あ
る
から
、
早
急
に
宴長

団
交
が
持
て
るよ
つ妥
求
し
た
。
こ

れ
ら
に
刈
し
て
は掌
生
部
長
は
、
第

二
圓
公
判
闘
肩
曜℃
直
めて
、
颪
ハ

七
日
(火
)
八
日
(水
)

日
本
冑
央

会
奨
¥
生
抹
用
乎
続
友覗
塀金
交
付
瞑

生
課
¥
質
針
で

委
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庄司学生部畏

 

去
る
二
十
し
日
の
警
官侵
入串
件
第
二

回
公
判
の
事
輌
説
明
と
芋内
・字
外
情

ノ

官
橘
勤
の
具
体
的
力
向を
明
確
にす
る

た
め
に
、
学
生
鄙
長
、栽
判
闘争
委
員

会
と
の
団
交
が
二
唱
午
後
三時
か
ら
争

生
部
長
室
に
お
い
て
行な
われ
た
。

今
回
の
団
交
で
は
、
第
二
回公
判
に

お
け
る
学
生
の
地
裁
デ
七
、法
延
内

集
会
に
関
し
て
一般
商
榮新
聞
が
一

大
キ
ィン
ペ
ー
ン
を
張
り
(完全
に

事
件
の
本
質
が
捨
象
さ
れ
て
おり
、

事
件
の
本
質
が
法
秩
序
と
い
う
名の

下
に
囚
蔽
され
てし
ま
って
い
る
)

栽
判
闘
争
に集
中
以購
を
か
け
て
き

た
。
学
長
が、
これ
に
刈
応
し
て

二
十
八
日
起
首
M
に論
った
囚
旨
に

の

関
し
て
諮
し
あ
われ
た。
裁
判
闘
争

委
曇

側
か
ら
は、
地裁
デ
モ憾
入

衆
的
加
戚
行
動
と
し
て
』然
のこ
と

で
あ
っ
た
、
法
飢
囚
集会
に園
し
て

は
、
裁
判
目
が
入
妊す
る
前
に
行
な

っ
た
も
の
で
、
全
寛
仕
は、
入
延
を

拒
.合
し
た
裁
判
冨
側
に
ある
こ
と
を

説
明
し
、
学
態
鄙
罠も
こ
4}を
了
解

し
た
。
ま
た
同
委
員
会
は、
同
学
会

が
学
長
団
交
を
申
レ
入
れ
をし
た
紬

果
、
そ
の
〕ロ裡
を
理
由
に、
裁
判
闘

争
委
員
会
と
の
団
交
を
拒
.台
した
こ

と
を
軌
議
し
、
今
回
の
婿
件は
、
全

新
聞
の
記
箏
は
た
いし
た
こ
と
で
な

い
、
従
っ
て
具
体
的な
学
内
・学
外

摺
篁
活
勤
は
しな
いと
諸
った
。
こ

の
結
果
奥
田
学
長
が
二
+八
日
に
籍

った
発
言
は
そ
の
まま
跡認
さ
れ
た

形
と
な
り
、
事
冥上
、
話
レ
合
いは

決
烈
と
い
う
状
想
で
団
交
は
終
っ

た
"

学
長
発
言
の
撤
回
追
求

一(團

編
難

蜷

二
十
八
弓
民
田
字
髭
の発
、凶
せ少
な
く

と
も
徹
回
、
変
毘さ
せ
る
た
め
に
成

疋
さ
れ
た
と
琶
え
て
よ
い
。奥
田
学
艮

は
、
「側
`
し
て
も
バ礎
が
し
よ
う

が
な
い
」
と
粥
り
、
購
叉
上
、
二十

七
目
戯
判
闘
嫡
に
関
し
て.
祠般
的
な

「抱
秩
序
」
の
中
に
のみ
7、}ま
れ
て
い

る
と
し
か
と
ら
え
付
な
い
立場
を
第
£

し
て
い
る
。
即
ち
、
「大
学
の自
治
」

は
守
ら
な
く
て
は
困
る
」
が
「いた
ず

ら
に
泉都
由
民
の反
感
を
か
う
よ
う
な

一こ
と
が
あ
っ
て
は
困
る
」
と
、大
学
自

治
♪裁
判
闘
争
を
完
全
に
切
り
寵し
て

考
え
る
、
い
わ
ゆ
る
国大
棚
持
別委
員

一所
見
(「字生
問
題
に
関
す
る
所
見
」)

の
路
潔
に
沿
っ
て
い
る
こと
が
朋
雌
に

な
って
い
る
。
戴
判
闘
舶
倹員
会
で

は
、
今
後
、
学
長
の
こ
のよ
う
な
矛
窟

し
た
立
場
を
堀
り
く
ずし
て
いく
件
莱

を
造
め
て
い
く
も
の
と
思わ
れ
る
が
、

学
生
鄙
長
が
、
事
件
に
介入
し
て
き

た
こ
と
で
、
或
い
は
別
の力
向
で
集
約

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。こ
れ
は
裁
判

闘
蜻
委
員
会
州
字
長
と
い
つ関
係
の中

に
、
学
生
部
を
介
人、
ワ
ン
ノ
ッシ
討

ン
お
い
た
形
と
な
る
の
で、
学
生
部
長

段
階
で
、
何
ら
か
の手
が打
た
れ
よ
.っ

と
し
て
い
る
の
が
、
こ
の団
交
か
ら
は

う
か
が
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
も
っと

も
-
学
生
部
長
に
し
て
も、
学
長
と
、

事
件
に
鮒
す
る
態
度
に
は人
き
な
温異

は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、あ
ま
り
裁
判
闘

単に
と
っ
て
は
惑
昧
のな
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い。
翁
集
部
)

闘
争

同
学
会
・院
協
が

〃
寡
金
に
協
力
し
な
い
よ
う
〃

七
十
岡
卸
記
念
事
桑
に反
対
し
て
い

る
同
学
察

院
生
協
議会
で
は
、
こ
の

ほ
ど
、
京
大
同
窓生
に対
し
、次
の
よ

う
な
轟
え
を
行
な
っ
た
。淋
え
に
は
、

通
去
起
圃
学
会
、
院
生
協議
会
が
上
恨

し
で
き
た
も
の
と
同
趣旨
が印
刷
さ
れ

π
奮

、
昊
圃
笙

が、
七商

年

記
愈
串
莱
への
募
金
を
や
め
るよ
う
に

泌え
て
い
る
。

楽

は
そ
の
変

の
全
又
ご
あ
る。
{

(文
申
の
卿
胴
奴
宇
を
浬
肇

に
か
「

河
た
他
、
厘
文
と
同
一の
も
の
であ

る
)
全
国
七
万
余
の

京
都
大
竿
同
怒に
訴え
る

痕
都
大
学
同
慰
生
の
皆さ
ん
。礼
会

の
譜
分
野
で
御
活
纈
の
こ
と
と
思
いま

一す
。京
郷
大
学
翌
「年
で
創
M
七
十年
を

迎
え
、
私
逮
も
皆
さ
ん
が
榮
い
て
こら

れ
た
甥
か
し
い
伝
統
を
受
け
っぎ
、貰

理
の
探
究
と
、
平
和
・
民
主
ユ
義
の確

立
を
め
ざ
し
日
夜
努
力
し
て
いま
す
。

さ
て
、
昨
年
末
、
皆
さ
ん
の
お
ても

と
へ
「駅
都
大
学
七
十
周
年
鵡
念
事
巣

微
援
会
」
の
名
で
「募
金
要
請
状
」
が

郵
、込さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
ま
。

こ
の
「七
十
周
年
紀
念
事
業
」
は、

郷
込
さ
れ
た
「趣
慧
潜
」
「計
劇
査
」

な
ど
を
見
て
い
た
だ
け
ば
お
わ
かり
だ

工教間題

四
月
に
編
入
試

工学
部
編
入
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

京大
で
も
よ
う
や
く
、
そ
の
笑
行
の
段

階
に来
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
編
入

試
験
が、
選
抜
試
験
で
あ
る
た
め
に
、

工教
生
に
対
す
る
患
影
響
も
見
逃
し
褐

ず、
工教
三年
間
の
教
育
も
.
工
学
部

編
入
の
ため
の
予
備
校
化
す
る
お
そ
れ

も
十分
あ
り
、
工
教
で
は
こ
れ
ら
の
問

適
多

ラ
ス
討
諭
な
ど
で
、
崖

警

准図
って
いく
ゐ
針
で
あ
る
.
(二
画

関
連
紀
事)

攣
難
嚢
叢
纒
難
"儲

い
た広
報
文
化
建

を
は
じ
め
、
三
部

名誉
機
関
を
設
け
た
こ
と
.
初
代会
髭

長、
常
任
書
配
を
武め
た
。ま
た
同
建

に永
田菊
四
郎
総
長
を
選
ん
だ
。ま
た

合
が
崖
逡

営
環

彊

と
な
・
三

弩
決
覆

関
を
、加
盟
舘

餐

(教

職
員
)
を
含
め
た
委
員
会
で
構
成
す

る
ほ
か
文
団
連
祭
の
開
催
な
ど
が決
め

ら
れ
て
い
る
。
な
お
規
約
は
四
十
二
年

一月
十
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

(目
大
耕
聞
一月
二
十
日
丹
か
ら
)

訴
え
轍胴

と
思
いま
す
が
、
戦
俊
の
マ
スプ
μ教

甫
に
よ
る
学
生
増
と
又
教
予算
が
不
十

分
な
た
め
、
大
学
施
設
の狭
隣
化
を
き

左
し
て
い
る
と
い
う
埋
由
で七
↑
周
年

を
記
愈
し
て
、
二
十
億円
の募
金
(う

ち
一億
円
を
同
窓
生
から
、
残
り
十
九

倦
円
を
財
界
か
ら
)
を
集め
、
大
学
会

館
(十
一楓
円
)
体
育
鋸
(四億
円
)

奨
¥質
金
(
ム億
円
)簿
を
猷立
す
る

事
裂で
あ
り
で
す
。

一見
し
て
㌔浦事
薫計
囮
は素
晴
し
い

編
入
は
一
割
程
度
鎚

京
大
℃
教
(工
装
教員
養
成
所
)
で
は

工
教
廃
止
の
力
釧
が
学校
当
局
が
決
定

し
て
以
来
、
工
教
学
生
の工
学
部
即
時

編
入
に
向
け
て
の
闘
争を
推
し
進
め
て

き
た
が
、
京
大
で
も
を
員編
入
は
無
運

にし
て
も
、
若
十
の
工救
生
が
編
入
さ

れ
る
見
込
み
が
強
く
な
"て
き
完
。

(前
号
で
も
報
道
)

学
校
当
局
は
、
お
曜く
とも
来
月
早

に々
は
、
編
入
の
事
務
を
とり
は
じ

める
意
向
で
、
四
日
は
編
入
試験
が

行な
わ
れ
る
苧
定
で
あ
る
。
こ
の編

入
試験
は
、
学
力
テ
ス
ト
(
一般教

悪
影
響
も
無
視
で
き
ず

養
・奪
門
料
目)
と
工
敦
在
学
中
の

成
績
に
よ
る
も
の
で、
そ
れ
ぞ
れ
の

比
重
は
各
三
分
の
脚づ
っと
な
って

い
る
。
こ
の
編
入
試験
は
四
十
五
年

頃
ま
で続
け
ら
れ
る
見
込
み
で
、
ま

た
編
入
学生
は
、
工
教
卒
藁
生
の
約

一割
程度
と
見
ら
れ
て
い
る
℃

す
で
に
、
藁北
入
学
で
は
、
工
教
生
の

も
の
の
よ
.つに
思
わ
れ
ま
す
が、
私
遥

は
、
つざ
の
仏.つな
点
に
当
ず

の魚

険
な
あ
り
カ
を
認
め
、
反
対
す
.9も
の

こ
あり
ま
す
。
同
怨
生
の
楓
さ
ん
にお

き
ょ
し
て
も
、
私
迎
の
⊥張
を
十
分理

解
さ
れ
、
当
垣
柔
と
」の
録
金
袖
甥
へ

の協
力
を
や
め
て
い
た
九
き
た
い
と
爵

え
る
次
弟
で
す
。

(一)
ま
ず
、
財
界
に
」
福
の
"金
を

仰
く
こ
と
に
よ
ソて
、
金
の
力
によ
っ

て
、
学
閥
の
目
由
が
侵
さ
れ
る
こと
で

す
。
理
在
で
も
、
工
農
桑
理等
の各
冤

部
、
学
科
に
は
、
大
企
乗から
の委
山

研
究
と
い
う
形
で
、
研
κ
資金
や厨
究

員
が
、此り
こ
ま
"
、
自
由
な研
究
と
止

し
い
研
究
或
果
が
し
ば
し
ば蹟
み
に
じ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
さ
、
当
頃
翼
のご
と
く

後
援
ム(メ
ン
バ
ー
、
財
界
から
二+
蝋

既成の観念にとらわれず、新し・い視角
を登場させるというのがこの企面の意
また跳滞の時代でもあります●七れだ
o
の多数のご応募をいただきましたが、
今圓は昨年同様、井上九購、野間ム間氏
兄姉の力作を期祷します。

 

"文
学
の
任
務
世
界
探
究
"

甫
は
敦
授
の
鰻
も愛
好
す
る
詩
人
で
あ

り
、
そ
の
詩
に現
わ
れ
て
いる
致
密
性

と
超
越
性
と
に
つ
い
て論
じ
た
後
、
凡

そ
文
学
の
任
務
は無
限定
の世
界
の
探

求
に
あ
る
の
では
な
い
かと
述
へた
。

退
官
彼
も
引き
統
い
て杜
嚇
詩
の
全
駅

作
業
を繍
行
す
る
予
定
であ
り
、
又
全

集
刊
行
も
企
圃
さ
れ
て
いる
と
の事
で

あ
る
。

本社では第10回懸賞小鋭募集を行います。
からこの鑓乱の現代にアプローチする新人
図です。今は「文学」氾濫の時代であり、
けに一層、新鮮な文学が要求されています
過去9回の募樂には、全国大学諸兄姉から
前圓は入磁作なしという低調さでした.今
に選者をお願いすることになりました。諸

◆

氏
氏

晴

宏
光

吉
川
教
授

(女
)
が
記
念
講
演

今
年
三
月
に
停
年
退
冨ず
る、
吉
川
幸

次
郎
教
授
(文
学
部
・
中国
文
学
)
の

退
冒
記
念
講
義
が
さ
る
一日
一時
よ
り

法
経
四
番
教
室
に
千
人
以上
の
聴
衆

を
集
め
て
行
な
わ
れ
た。
大
山
定
一

文
学
部
長
の
挨
拶、
小
川
理
樹
教
授
に

よ
る
略
歴
紹
介
の後
「杜
甫
の詩
論
と

詩
」ど
題
す
る
講
義
が始
ま
った
。
杜

第 一 病棟 が完 成

讐夢蟹として中頃から使用
一一一 京大医学部附属病院 ㎜

上
間

井

野
選 肴

円
も
の臼
幽
の
寅
金
を
愛
け
る
こ
と

は
、
・塁人
黛
.r偲尋
.」と冴
界
、
大
企

業
の
ト
耐磯
関
化
、
「斤
字
協
同
」
へ

の
撮を
さ
り
ひ
りく
こ
と
に
な
り
ま

す
。(・一)
本
米
、
施
認
鉱
九
。研
究
勉.争

粂
件
改
曲
は
、
私
達
の
媛
も
切
実
な要

求
で
あ
り
、
寮
、
学
臨
食
館
(
「ス学

会
館
」
で
は
な
い
)
も
一員
し
て要
求

し
て
き
ま
し
た
。
勿
鹸
、
そ
の資
金
は

当
徽
文
教
予
算
か
ら
支
出
す
へ
き
であ

る
と
r
張
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
当局

は
、
私
達
の
映
求
と
か
け
縫
れ
た
「大

¥盆
館
」
な
ど
に
力
を
注
ぐ
の
み
なら

ず
、
我
々
の
要
求
を
止
当
に
文
部
省
に

反
映
さ
せ
ず
、
貧
園
な
又
教
予
算
と妥

協
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
と
も
、

財
界
の
下
請
機
関
紙
を
公
然
と
推
進
す

る
.」と
を
㎡
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

膚
科
(瓦
階
)
が
含
ま
れ
て
いる
.

建
て
物
は
、
地
上
五
階、
地
下
F階

で
延
へ面
積
は
勧ギ
七
自
十
六平
方
冒

工
扇
喪
は
総
額
約
三
憶
五千
力
円
にの

昊
饒
置

数鼓

禽

往
弓

整
備
を
討
圓し
突
行
し
て
き
た
が
、
こ

'

の
二
月
中旬
、
三
十
九
年
に
工
事
が
始

め
ら
れ、
一月
一杯
に
丁
事
の
終
う
た

第
一病
棟
が使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。これ
は
只入
病
院
聚
部
構
内
(東
大
、

路通
に
側
して
いる
ん
面
)
に
新
疑

さ
れ
て
いた
も
の
で
、
総
合
医
揮
セ

ン
タ
ーと
し
て
、
眼
科
二
階
)
泌

尿
器
科
(二階
)
、
眼
科
・小
児
科

(三階
)
、
小
児
科
(四
階
)、
皮

ぼ
り
、
冷
暖
房
装置
、
空
気
調
節
、
蹴

話
関
係
施
設
、
エ
レ
ベ
ータ
ー
な
ど
が

と
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

医
学
部
構
内
に
あ
る
ワ
イ
ル
ス研
のあ
る
姓
物
。
将
来
こ
の
ウ
イ
ル
.

　
ス研
究
所
を
近
く
に
あ
る
鰭核
研
究
所
と
共
に
移
紙
す
る
計
回
も
あ

隣

雛

箋

置も
笥響
れてい益

(第
一病

藍 日大
準 約 文
耳 を 団十
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学
生
、当
局
と
に
妥
協
成
立

学

内

は

正
常

に

戻

字
費
値
ナ
げ
を
め
ぐ
っ
て、
昨
年
十
欄

月
以
来
、
全
学
ス
ト
ラ
イ
干
に入
って

い
た
明
治
大
学
の
紛争
は
、
去
る
二目

夫
明
、
学
校
側
理
事会
と
学
生
会
(蟻

間
部
学
生
自
治会
)
と
の覚
書
調
印
に

よ
り
妥
協
案
が
成
立し
、
急
転
慮
下
、

解
決
し
た
。

こ
の
妥
協
案
の
覚盛
内
谷
は
、
先
月

二
+
八
E

体冑
会
系
字
生
に
ょ
る

バ
リ
ケ
ー
ド
強
硬
破
壊直
前
に
理
串

会
側
か
ら
ホ
さ
れた
案
と
大
冠な
く

予
想
以
上
の
競
争
率

昨
年
の
一割
増

岨
年
度
入
試
最
経
志
願
者

戦
後
の
へ
ど
ー
ブ
ー
ム
の
最
大
の
汲

が
お
し
よ
せ
る
四十
二年
度
天
字
人
武

は
受
験
者
に
と
っ
て例
年
以
上
に
厳
し

い
も
の
と
な
り
.5つ
だ
。京
大
に
お
け

る
二
月
四
日
現在
の
応鼻
人
員
は
別
表

の
と
お
り
で
ある
が、
軒
並
に
人
数
が

増
し
、
受
付
締切
日
には
と
の
程
農
に

な
る
か
皆
目
見当
が
つか
な
い
有
様
で

あ
る
。
大
学
当
局
の当
初
の
予
想
一
二

「～
一三
%
増
を
は
るか
に越
す
も
よ
う

で
あ
る
。

(2月4日 現在)42年度入学試験志願者数

度
率

ウ
帽

年

5

41
悟

度
数

4.8

4.0

3.7

3.亘

4.9

2.8

3.8

3.4

3.9

年
験者

1048

241

1329

814

796

511

223

3428

821

9211

 

41
受

同
る

55

50

90

の
け
鼓

6

1

8

度
お
者

年

に
覇

d
娩
志

む

　

願
致

85

25

樂[

き200

85α

志募
人 

藩
554

542

360

玉」0

2144

450

・・951

】090

760;

6901

48°i

認1

450

6521

3」0

220

255

105

80

905

244

2389
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一
部
問
題
も
残
す

艀
礪
螂

そ
れ
に
よ
れ
ば
次
の通
り
で
あ
る
。

①
学
内
の
諸
問
題を
根
本
的
に
改
論

す
る
た
め
、
運
事会
は
学
生
や
教
職

員
と
話
合
い
、改
茜
案
の根
本
力
針

を
三
月
中
に
決定
し
、
そ
の
後
六
ヵ

月
以
内
に
具体
案を
作
成
す
る
。

②
四
十
二
年度
掌費
臓
上
げ
に
よ
る

二
億
八
千
万
円
の
増収
分
は
こ
の
新

方
針
決
定
後
に
予算
に劃
上
す
る
。

③
学
生
側
は
学
園
止常
化
に
努
力
す

る
。
④
学
生
側
は
大
学改
画
力
針
を
責
任

を
も
っ
て
決定
す
る
。

⑤
大
学
と
学
生会
と
は
連
名
で
、
報

道
機
関
に新
し
い明
治
大
学
の
狸
念

を
公
表
する
。

こ
の
明
大
紛争
は
昨
年
七
月
二H
『
学

峨
側
と學
校
理
取
会
と
の
七
・
二協
約

(学
費
僚
上
げ問
題
に
関
し
て
は
、
決

定
以
前
に
両者
で
謡
し
合
う
)
を
破
っ

て

学
校
理事
会
側
が
秘
密
裡
に
学
費

値
上
げ
案
を画
策
し
た
た
め
、
昨
年
十

一月
末
に
杉並
臥和
泉
校
會
、
工
学
部

川
内
校
禽
を
はし
め、
神
田
駿
輯
台
の

本
部
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
ス
ト
に入
り
、
十

二
月
十
五
日
に
は
和泉
校
含
で
右
翼
字

生
に
よ
る
殴
り
込
み
事
件
まで
発
生

し
、
ま
た
同
日
、理
事
会
が
六
十
%
値

上
げ
を
正
式
決定
し
た
こと
な
ど
か
ら

学
生
側
も
ま
す
ます
態
度
を
硬
化
し
、

後
期
試
験
、
入
学試
験
のボ
イ
コ
ソト

を
決
定
す
る
な
ど
、昨
巻
の早
大
紛
争

に
酷
似
し
た
様
相
を
呈
し
てき
て
いた

し
か
し
、
当
初
あ
い
ま
いな
理
事
会

の
態
度
に
強
い
不満
を持
ち
「断
固

白
紙
徹
回
」
を
主
張
し
、
「す
へ
て

難
鉾
繕
魏
魍躰

争

の
不
足
が
問
題
化
し
、
スト
派
字
生

と
一般
学
生
お
よ
び
体
育《
系
宇
生

な
ど
の
分
裂
の
き
ざ
し
が見
え
て
き

大

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
春
の単
稲
田

明

紛
争
の
轍
露

毒

い
よ
う
にく

学
生
会
側
が
判
断
し
、
こ
の早
期
、ム

協
に
傾
い
た
も
の
と
思
わ
れる
。

だ
が
、
解
散
命
令
の
出
さ
れ
た字
生

会
(魁
間
部
)
の
全
学
闘
繁委
員
《
の

一部
と
学
苑
会
(役
間
部
学
生自
治
会

)
の
全
二部
共
闘
会
議
と
は、
学
笑
ム

執
行
部
の
蒙
協
案
叉
人
れ
を
小ス交
沙

に
よ
る
も
の
た
と
し
て
「断圃
肖
紙
撒

回
」
を
今
な
お
主
猴
し
競
け
て
いる
が

授
業
は
撹
闘
部
、
鍛
間
部
と
も
一応
止

常
な
状
態
に
戻
り
湘
試
験
な
ども
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
、
近
日中
に

開
か
れ
る
予
疋
の
学
生
大
会
で、
問
題

を
今
後
に
残
し
な
が
ら
も
、
こ
の盛
協

案
を
正
式
に
叉
入
れ
る
こ
と
にな
る
獲

}様
で
あ
る
。

犯
罪
調
査

団
ガ
報

告

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
載

争
邪
犯
隅
葦
委
員
会

一
「
ヘト
ノム
に
お
け
る
戦
争
犯
罪型
査

委
員
会
」
が
、
昨
年
日
本
にも
紹
成
さ

れ
、
十
二
月
十
E
日
、
同
日本
委
員
会

は
、
ハ
ノ
イ
に
向
け
、
犯
罪調
査
団
を

派
遡
し
た
が
、
一月
十
五
日帰
国
し
た

の
で
、
二
月
六
目
、
粟
承
・国
鉄
労
働

会
館
で
、
モ
の
帰
国
報
告
集
会
が行
な

わ
れ
る
。

り
、
京
大
関
係
の
会
員
と
し
て
は
、
堀

江
央
}縛
済
茎
部
教
授
、
杉
村
敏
止、

片
岡
野
各
法
字
部
教
授
な
ど
が
い
る。

(三)
「創
立
七
十
問
年
を
謁
ム坐
9

る
」
と
い
う趣
旨
が述
▼べら
れ
て
いま

す
が
、
騨体
、
京大
の
いか
な
る
伝
統

を
記
念
す
る
の
か、
ど
の
よう
な
事
業

が
そ
れ
を
畏
も
よく
果
た
し
う
る
の

か
、
と
い
う
最
も
重
要
な
点
に
つ
い

て
、
学
内
の
諸
箔
層
(字
生
、大
学
院

生
、
教
職
員
、
生
協
硬
讃
会、
生協
労

働
者
)
の
民
主
的
な
討
議
。参
脚
がな

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
.
な
か
ん
ずく
、反

塾
田由
の
輝
か
し
い
伝
軌
を
守
り
発展
.

さ
せ
て
き
た
私
達
泉
大
人
は
、
当
事業

が
、
そ
の
輝
か
し
い
伝
統
を無
視
し、

「七
十
岡
年
記
念
」
を財
界
か
ら寄
付

金
を
得
る
た
め
の
一ロ
実
と
し
て掲
げ

て
い
る
こ
と
に
激
し
い
憤
り
を
覚
え
る

'の
で
す
。

一

(四
)
こ
の
よ
う
に
当
事
業
が危
険

な
内
谷
を
も
っ
て
い
る
限
り
同
窓
与
に

対
す
る
「勢
金
袋
誘
」
に
っ
い
て
も当

然
私
達
は
反
対
し
て
い
ま
す
。
同
窓会

諸
氏
に
あ
り
ま
し
て
は
、
善
勲
から
募

金
さ
れ
る
方
も
あ
る
か
と
思
いま
す
が

大
学
当
局
と
後
援
会
は
、
同
窓
生
か
ら

蝉億
円
の
募
金
を
集
め
、
そ
れ
に
基
い

て
残
り
の
一九
憾
円
を
財
界
に
俄
頼
し

四
月
か
ら
実
際
に
集
め
よ
う
と
準
備
し

て
いま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
同
窓
生
諸

氏
が
な
さ
れ
る
募
金
は
、
財
界
か
ら
の

寄
金
依
頼
の
大
羨
名
分
と
さ
れ
、
ま
た

「産
業
協
同
」
の
危
険
な
本
質
を
お
お

い
隠
す
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
す

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
私
達
は

「京
都
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事

業
」
と
そ
の
「募
金
活
動
」
に
反
対
し

て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
学

問
の
自
由
、
大
学
の
自
治
を
守
り
貞
に

京
大
の
発
展
を
望
ま
れ
る
な
ら
ば
㌦
私

達
の
註
張
を
御
理
解
の
上
、
「七
十
周

年
起
念
事
業
」
へ
の
募
金
協
力
を
思
い

とど
ま
って
頂
き
た
い
と
.酔え
る
次
第

団劇

「黒

の
会
」
が
公
演

・18

S
.ペ
ヶ
ッ
ト

「
勝
負
の
終
りり
」

士
ズ
ソ
ア
ー
ト
・ソ
ツ
イ
エ
!イ
(暴

都
巾
伏
兇
区
坐橋
町
)
で
は
、
昨
勾
十

二
日
に
開催
し
た

「講
演
と
映
画
と
ス

フ
イ
ド
に
よ
る
ノ
レ
ゼ
ン
ブ
ヱシ
ョ

ン
」
に
統
き、
劇
団

「黒
の
会
」
の
S

・ベ
ケ
ソト
作
「勝
負
の
終
り
」
を
十
}

八
日
山
一ホ
ー
ル
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
,

る
。

「

劇
団
「黒
の会
」
は
、
昨
年
七
月
に

旧
二月
座
のメ
ン
バ
ー
を
中
心
に
ヤ
㎜

オ
ペ
フ演
出
家
の
胃
山
圭
男
氏
、
演

出
象
の観
世
栄
太
夫
氏
、
作
曲
家
林

光
氏な
ど
を
迎
え
、
昨
年
十
月
に
旗

レ
げ公
演
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
が

洋目
さ
れ
て
い
た
。
演
劇
誌
上
で

も
、そ
の時
行
な
わ
れ
た
、
京
都
公

演
で
のレ
パ
ー
ト
し
ー
「勝
負
の
終

り
」.に関
し
て
は
わ
が
園
最
初
の
冷

格
的
ベケ
ノト
劇
と
評
さ
れ
て
好
訂

で
あ
♪
た。

な
お
革
ズ
ン
ア
ート
・ソ
サ
イ
エ
!f

で
は
こ
、
四月
十
七
、
八
日
、
劇
団
、
一謄

現
代
劇
場
創
立
ム周
亀
肥
怠
公
演
"着

い
日
本
の
作
軍
ソリ
ー
ズ
"
公
演
第
一
一 回

「A
と
Bと
一人
の
女
」
(別
役
実

作
・小
松辰
男
、
演
出
)
を
プ
ロ
.ン
"

ー
ス
す
る
予
短で
あ
る
。

で
す
。一九
六
ヒ
年
一月
二
十
バロ

京
都
大
学
大
学
院
午
協議
会

京
都
人
学
同
字
公

京
都
大
学
同
騨
牛各
包

黒
い
携
と白
い窩

に
苫
し
ま
さ
れ
た衆

薩
院
議
員
選挙
が終

わ
っ
た
。
澱外
な
結

果
と
も
予
想
通
り
の

結
果
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
自
民銘

が
解
散
創
と
略
々
同
救
の
議
胤
を
確保

し
た
こ
と
は
、
勝
負
を
知
っ
て
から
饒

舌
に
な
り
だ
す
予
想
屋
の
4ワ
δ
以上

の輿
実
が
あ
り
.でう
で
あ
る
。
自民
、

社
会
の
選
挙
戦
路
の
巧
拙
はさ
て
お
い

て
、
ど
う
に
も
す
っ
き
り
し
な
い
日本

人
の
も
の
の
考
え
カ
が
ての
根
抵
にあ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
▼
.、ス
タ

ー
。ア
ラ
フ
不
は
ま
た
ま
た
亦
い
絨
擢

を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
当
選
の

弁
が
ふ
る
って
い
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の質
問
に
答
え
て
、
自
己
批
判
じ
みた

喜
び
の声
を
も
ら
し
て
い
た
彼
が
、
突

然
開
き
直
った
。
(ア
ナ
i

"反
雀

"
の貝
体
的
内
容
を
諸
っ
て
頂
き
た
い

ー

(ア
フラ
不
)
i

掩
は
い
ま
血

圧
が高
く
て
55
って
い
る
ん
だ
。俺
を

怒
ら
す
よ
う
な
こ
と
を
も
う
い
うな

1
彼
は
V
派
な
役
者
だ
。
た
だ
惜
」

むら
く
は
大
根
役
者
に
過
ぎ
な
い
。干

両役
者
な
ら
〃血
止
"
で
な
く
"魯
"

のせ
いに
で
も
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ

れ
は企
く
の認
劇
で
あ
る
。
し
か
し省

剥
と悉
劇
と
の
相
異
は
〃痔
"
と
〃血

圧
"の
相巽
ぐ
ら
いで
し
か
な
い
。つ
ま

りあ
る
へき
所
か
ら
ズ
レ
て
あ
る
状
態

}があ
る
人
群を
笑
わ
せ
、
ま
た
あ
る
人

々
を泣
か
せ
も
す
る
。
ミ
ス
タ
ー
・ア

ラ
フ
不の
鍔
劇
役
者
ぶ
り
は
、
そ
れ
を
も

徹践
し
て
、
質
問
を
圃
避
す
る
根
拠
と

し
て
〃痔
播
"
を
学
げ
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
.
ぱく
た
ち
は
笑
い
こ
け
る
と
同
蒔

に
そ
の奥
の
空
虚
な
空
間
を
畑
問
見
て

戦
燦す
る
に
濫
いな
い▼
ぱ
く
た
ち
が

こ
うし
て睡,口菓
を
速
れ
て
、ご
,艇
の

よ
う
に
訴才
の
あ
る

・

い

と
苫
災
しも
す
る
。
槻:
ー
ノ
ニ
の

一巧
通
行
だ
った
選
挙
戦
。
い
議
は
群

に
△
山
O
単
の名
が
消
え
、
/
×
ホ
マ

レ
が
頒
の
中
を占
領
オ
る
。
こ
の
人
間

が
、
ど
の
馬
が鼻
で
逃
げ
切
る
か
、
あ

る
い
は
遺
い」
げ
る
か
、
あ
ま
り
温
い

は
な
い
よ
うな
も
のた
った
。
候
哺
酎

の
名
前
は
ト
ノ
ンゾ
のカ
ー
ド
と
同
し

で
記
弓
で
し
かな
い。
四
勾
に
一理
の

ズ
ー
じ
ー
は無
嘱
.恥ワた
。

現代

政治

と哲

学

禍
一

お
胴

想

羅麟

謙齢

.
ビ嚢

融

く

日
本
の
近
代
とが

意識

・

:

豊
勉

竜
疹

理
酬

灘
欝舗

頓㌶の
麟日

難

現
代
ド
イ
ツ
鱈掌

の諸

相
(締
)

ボ
ル
ノ
ゥ

ーー実存圭義
罰

非
神
騰
化

稲二
の
○○
朋
r,

ヤ

ス

パ

ー

ス

選

集

筆
八・
+

き

テチ
ェ
(L
.
卜.曽)
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下離

祈

り

と

教

え貯撚融く実存義醤めv・・判・ゆ.。・円明治論理学史研究

船山

信一
箸
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鋤
価
○
円

ー耀

壷
二

撚
畷
嚇瞭

絵
融漱

理

想

社

圃

詳
解
法
学

末
川

博
推
薦

¶
巻
法

学

概

論

▼
発
施
申

¥
28
0

蓉
刑
事
訴
訟
法

▼
二
月
下
旬
刊
¥
28
0

〔
全

28

巻

〕

定
評
高
い縄
解
便
覧
の
全
訂
新
版。
潮
説
・

通
説
ゼ
判例
を
網
羅
し
て
、
一冊で
卑
門
礎

教
冊
分
に匹
適
す
る
内
容
を
含み
、
群
細
で

明
解
な
便
覧独
自
の
叙
述
を
ほど
こし
㌃

大
学
講
座の
整
理
と
ま
と
め
に絶
好
。
各
種

試
験
問
題
を豊
冨
に
収
録
した
決
定
版
/

國
欄國
法
学
用
語
辞
典
繍
誰

社囎欝
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(
1
)
学
生
自
治
の

本
質

最
近
の
単
生運
動
に
つ
いて
、
ひ
と

つ
の
キ.わ
だ
っ
た
鵠
徴
は
微
ま
自
治

の
強
γ
自
己
主
張
に
みら
れ
る
。
学
寮

・学
生
会
館
等
の
留
理
から
広
汎
な
大

学
行
政
へ
の
参
加
の
費求
に
いた
る
ま

で
、
「反
榴
力
」
の
姿
勢
と結
び
つい

た
「自
治
糧
」
払
大
の
要
求は
.
多
く

の大
学
紛
争
に
つ
ね
に
俸
っ
て
いる
。

いう
ま
で
も
な
く
、
学
生
の
自治
意
識

の昂
揚
は
、
そ
れ
自
体
と
し
ては
日
本

社会
の朱
来
に
と
って
も
望
まし
い
こ

と
で
あり
、
民
主
的
な
社
会
の
発展
の

た
め
にも
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き意
味

を
も
っ
て
いる
。
一般
に
大
学
教
青
の

見
地
か
らし
て
も
、
学
生
の
生
活
に
関

す
る
自
‡自
律
の
糟
神
は
、
積
極
的
に

こ
れ
を
支持
育
成
す
べき
も
の
と
い
え

よ
う
。
各大
学
が
学
生
の
自
治
会
を
広

く
認
め
、
健全
な
自
治
活
動
の
発
展
を

期
待
し
て
い
る
のも
、
ζ
の
見
地
に
基

づ
い
て
い
る
。
し
か
し
学
催
の
自
治

は
、
本
来研
究
・教
青
の
機
関
と
し
て

の
入
学
と無
関係
に
成
り
立
つ
固
蒼
の

権
利
で
は
な
い.
こ
の
こ
と
は
大
学
に

お
け
る
学
生
の自
治
は
、
大
学
学
生
と

し
て
の
自
浩
にほ
か
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
自
明
の前
提
を
抜
き
に
し

て
、
学
生
が
槻
念的
に
いわ
ゆ
る
天
賦

の
人
椎
の
よ
う
に自
治
椎
を
主
蝋
す
る

な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
一面
的
な
自邑
主

張
は
、
却
って
本来
の目
的
に
反
す
る

結
果
を
生
ず
る
こ
と
にな
ろ
う
。
し
た

が
って
、
大
学
自治
と
の関
連
で
学
生

の
自
治
が
ど
の
よ
う
に位
量
づ
け
ら
れ

る
か
を
正
確
に
越
議す
る
こ
と
は
、
こ

意
味
に
お
い
て
閲
題解
決
の第
一歩
て

あ
る
。
改
め
て
鎗
ず
る
ま
で
もな
く
、
大
学

葱

霧
大藁

箋
董

一施
設
の
利
用
に
つ
いて
も
、
種
々
の
サ

、ー
ク
ル
活勤
や
ス
ポ
ー
ヅ
導
を
行
な
う

}う
え
に
お
い
ても
、
で
き
得
る
か
ぎ
り

広
い
自
主性
を保
障
さ
れ
る
の
は
、
大

学
教
胃
の
見地
か
ら
み
て
も
音
然
の
こ

と
で
あ
る
コし
かし
、
こ
の
種
の
自
宿

の
圏
治
は、
瞭法
で
保
障
さ
れ
た
字
間

の
薗
由
の
まな
内
容
を
な
す
も
の
て
あ

り
、
そ
の
第
}賜
剛な
目
的
は
、
学
周

の
研
究
と教
胃
を政
治
榴
力
は
じ
め
そ

の
他
も
ろ
も
ろ
の
社
会的
朔
力
の
干
渉

や
制
約
か
ら
守
ひ
.
そ
れを
大
学
の
自

主
的
な
判
断
や
努
力
に委
億る
と
い
う

点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
およ
そ
学
問
の

自
由
の
保
障
と
琢
璽
が
一国
の
発
展
の

み
な
ら
ず
い
人
頬
の
文化
と
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
も
不
酊
ダで
あ
る
と
い
う

長
い
匝
史
的
な
鮮
験
ゐら
え
ら
れ
た
原

.則
で
あ
って
、
わ
が
国
に
お
いて
も
一

設
に
広
く
認
鳩
ら
れ
て
いる
とこ
ろ
で

あ
る
.
そ
の
封体
的
な
内
容
とし
て
は

わ
れ
わ
れ
が
他
の
機
会
に
確認
し
て
き

た
よ
う
に
、
大
学
の
研
究
、教
育
に関

す
る
霊
.な
劇
題
-

洌
え
ば研
究
お

よ
び
喰
為
の
λ
法
や
課
題
、
教冒
の人

事
㊨
組
繊
㍉
大
掌
の
施
設
や
予
算
の管

理
晦
1

の決
足
に
つ
い
て
は、
研
究

・教
育
の
主
体
た
る
大
学
の
そ
れ
ぞれ

の機
関
を
通
じ
て
大
学
が
自
主
的
に行

な
う
こと
を
康
則
と
す
る
も
の
で
あ
る

学
生も
ま
た
、
大
学
に
お
い
て
学
ぷ

も
の
と
し
て、
学
間
④
目
由
を
当然
に

禦
受U
、
研
究
の
遂
行
や
そ
の
結
果
の

発
蕩磐
につ
いて
も
自
主
性
を
認
め
ら

れ
な
け
れ
ばな
ら
な
い
.
し
た
が
っ

て
、
例
え
ば研
究
・教
育
機
関
と
し
て

の
大
学
の機
能
を
より
高
め
る
た
め
に

も
南
学
生
の自
由
な
意
見
の
表
明
があ

っ
て
よ
く
ま
た
合
理
的
な
意
見
は
充

分
に
尊
皿
され
る
べき
で
あ
ろ
う
。
さ

は
、
大
学
と
い
う
研
究
"
教
育
のた
め

の
機関
に
本
来
的
に
欠
く
こ
と
ので
き

な
い秩
序
を
前
提
と
し
て
始
め
て爾
尼

し得
ム
性質
の
も
の
で
あ
っ
て、
か
か

る
秩
序
に
つい
て
な
ん
ら
顧
慮
ずる
こ

と
な
くへ
掌
生
が
無
限
冠
的
に
自
治
を

主
張ず
る
のは
、
大
学
の
本
質
を
理解

しな
い
もの
と
い
わ
43
げ
な
ら
な
い
.

こ
ζ
に大
学
に
本
米
的
な
秩
序
と

は
、
学
内
にお
け
る
研
究
・教
育
等
が

自
主
的
・自
径
的
に
発
展
深
化
せ
し
め

ら
れ
る
こ
とを
保
障
ず
べき
秩
序
で
あ

り
、
大
学
の規
則
や
潴
施
設
の
営
理
体

制
も
ま
た
、
こう
し
た
秩
序
の
一理
と

し
て
理
解
さ
れる
べき
も
の
で
あ
る
.

そ
し
て
、
こ
のよ
う
な
秩
序
が
い
か
に

あ
る
べ
き
か
を
究趣
的
に
決
定
す
へき

貞
任
は
研
究
。教育
簿
に
っい
て
基
本

的
に
翼
任
を
負
わ
な
けれ
ば
な
ら
な
い

も
の
、
す
な
わ
ち
、具
体
的
に
は
教
孤

会
を
中
心
と
ず
る
大
宇
の
組織
お
よ
び

そ
の
畏
に
な
け
れ
ばな
ら
な
いこ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の点
に関
連
し

て
、
近
代
圏
家
成
立
以
前
のき
わ
め
て

持
殊
な
大
学
の
事
例
を
ひ
き
、
これ
を

理
想
化
し
馬
現
代
の
大
学
に
お
い
ても

教
冒
と
学
生
と
は
ま
っ
た
く
同様
の責

任
と
櫃
利
を
わ
か
ち
あ
つ
べ
きで
あ
る

と
す
る
ご
と
き
は
、
歴
史
的
に性
格
も

機
能
も
習
し
く
異
な
っ
て
い
る
大学
を

あ
え
て
同
一視
し
よ
う
と
す
る
非現
突

的
な
主
彊
で
あ
る
。
現
在
の大
学
にお

いて
は
、
学
生
が
教
育
を
受
ける
否
ζ

し
て
の
立
場
に
伴
う
一定
の制
約
を
受

け
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
上
のよ
う
な

見
解
に
よ
って
学
生
の
先
験
剛な
自
治

椹
を
主
張
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て根
拠

に乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
ので

あ
る
.
そ
れ
ゆ
え
、
大
学
の
秩序
に
つ

い
て充
分
省
み
る
こ
と
な
く
大
学
の

規
制
や管
理
体
制
を
は
じ
め
から
無
視

もし
く
は
否
定
す
る
態
度
で
、
学
生
の

は
、
自
治
が
ての
た
め
に必
要
とさ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
研
究
・
教
育
の自
由

・ての
も
の
を
紛
か
す
に
い
た
る
で
あろ

う
。(2
)
自
治
会
等
の
運
営

字
生
が
、
大
字
に
お
け
る
謂
般
の活

動
を
自
⊥
剛
に
茜
む
こ
と
は
、
上
述
の

とお
り
大
学
教
育
の
一瑚
と
し
て
広
く

行
な
わ
れ
て
い
る
。
学
生
が
自
ら
の
字

園生
活
を
規
徳
し
、
文
化
団
体
や
還
動

部
、
学
景
や
学
生
会
鑓
な
ど
に
つ
い
て

も
、
自
主
的
な
規
制
を
自
ら
行
な
う
こ

と
は、
全
体
と
し
て
の
大
学
の
秩
序
に

適合
す
る
か
ぎ
り
煙
大
限
に
認
め
ら
れ

る
べき
で
あ
る
つ.
近
い
将
来
に
社

会
・国
家
の発
展
の
匪
嬰
な
担
い
手
と

し
て社
会
生
活
に
入
る
こ
と
を
予
足
さ

れ
て
い
る学
生
が
、
自
主
自
律
の
精
神

を
自
ら
纏磨
し
て
ゆ
く
機
会
を
も
つ
ζ

と
は
、
大
学教
育
の
理
念
に
も
か
な
う

亥
講
だ
か
らで
あ
る
.
こ
の
点
で
と
く

に
、
学
生
の
自治
活
動
の
中
心
を
な
す

自
治
会
も
しく
は
こ
れ
に
類
す
る
組
繊

一は
、
学
園
生
活
に対
す
る
広
汎
な
目
徐

的
活
動
と
・てれ
に見
あう
貨
任
と
看
委

ね
ら
れ
た
組
織
と
し
て、
そ
の健
全
な

発
展
が
整
ま
れ
る
の
で
ある
.

と
こ
ろ
が
各
大
学
にお
ける
自
沿
会

等
の
現
状
を
み
る
と
、
ζ
0
に期
縛
ご

が
、
大
多
数
の
掌
生
の
積
極
的
な
参
加

と
民
主
的
意
見
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

週
宮さ
れ
る
の
で
は
な
く
往
潔
に
し
て

少
数
の活
動
家
に
よ
って
支
配
さ
れ
た

り、
大
堂
内
外
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
詔

勢
力
の角
逐
に
ま
き
こ
ま
れ
た
り
す
る

こ
と
によ
って
、
学
生
自
治
の
理
念
か

ら
か
けは
な
れ
た
笑
態
を
み
せ
る
場
合

が
少
なく
な
いよ
う
に
思
わ
れ
る
.
多

数
の
字
生が
関
心
を
も
た
ず
、
と
も
す

れ
ば
一郎
少鮫
者
に
よ
って
政
陥
的
に

刺
用
さ
れ
や
す
いよ
う
な
自
宿
会
O

ま
、
一ごの
在
り
方自
体
字
生
自
掴の
本

冒
に
反
ず
る
のみ
な
ら
す
、
と
き
に
は

ζ
と
さ
ら
に
大
掌当
局
と
対
立
す
る
傾

き
が
あ
る
が、
そ
のよ
う
な
傾
向
は
、

学
生
全
体
の
嵐剣
な
反省
を
要
す
る
問

題
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
は
な
ら
な

い
.
け
だ
し
、
自
治会
等
の健
全
な
伸

鰻
は「
何
よ
り
も多
故
の
字生
が
¥生

自
治
の
慧
義
を
理解
し
て
ζ
れに
積
趣

的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
って
の
み
述

成
さ
れ
る
も
の
だ
から
であ
る
.

自
治
会
鱒
は
、
健
全な
学
園
生
活
を

営
む
た
め
の
組
儀
で
あ
る
にも
かか
わ

ら
ず
、
多
数
の
学
生
は
自
治
活動
に
無

関
心
な
態
度
を
と
り
、
そ
の
こと
が
上

に
述
べた
よ
う
な
弊
筈
を
生ず
る間
接

的
原
因
と
な
って
い
る
よ
う
に
思わ
れ

る
。
学
生
自
治
の
発
展
の
た
め
には
、

これ
こ
そ
憂
醸
す
べ
き
事
態
だ
と
いえ

よ
う
.
自
治
会
箒
の
還
営
と
活動
が、

も
っは
ら
一部
の
看
の
手
に
委
ねら
れ

る
こ
と
な
く
、
大
掌
に
学
ぷ
も
の
に
ふ

さ
わ
し
い
全
員
の
理
性
的
な
討
議
に
基

づ
いて
行
な
わ
れ
る
な
ら
は
、
自
治
会

鱒
に委
ね
ら
れ
た
重
い
貞
任
が
学
生
相

瓦
に自
覚
さ
れ
、
規
徳
あ
る
活
勤
を
通

じ
てよ
り
よ
き
学
園
生
活
が
築
か
れ
て

い
く
は
すで
あ
る
.
広
い
慰
味
の
大
学

の
研
究
・教
育
の
一環
と
し
て
の
学
生

自
治
は
七れ
が大
学
の
使
用
と
そ
の
社

会
的
責任
を果
た
さ
し
め
る
方
向
に
向

か
っ
て
全
学
生
の理
性
と
情
熱
を
緒
集

す
る
も
の
と
な
る
とき
最も
生
彩
に
固

み
ま
た
最
も
生
産的
な
も
のと
な
る
に

ち
が
い
な
い
.
自
治会
等
が
.ての
よ
つ

な
柔
件
を
つ
く
る
こ
と
に努
力
せ
ず
、

一凪
に
'3
間
の
府
と
し
て不
可
欠
の
囚
"+
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戦
'侠団
本
資
本
⊥
我
の
復
興
の
盧
飾
的高

度
経
済
成
長
の
発
展
と
相
ま
っ
て
、
池
田内

閣
の所
得
悩
増
政
策
の
一環
と
し
て
、大
量

の技
術
労
働
召
の
育
成
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
丁棄
教
員
鵡
成
所
(工
教
)
に
も
遅
れ
ば

せな
が
ら
も麗
止
改

の現
状
分
析
を
行
な
い
、
我
々
のス

ロ
ーガ
ン
に
課
り
の
な
い
こ
と
を
確

め
、
国
家
椎
力
冨
文
部
省
の
介
人す

る目
的
人
学
化
さ
れ
た
閉
鎖
的
な
工

教
を
「新
入
生
募
象
停
止
・工
教即

時
廃
止
・在
字
生
に
対
す
る
教
禽
槻

会
均
等
」
を
土
張
し
て
き
た
.
これ

に対
し
て
、
文
部
櫓
僚
は
、
こ
の制

度
の誤
犀
を
禁直
に
認
め
よ
う
と
は

し
な
か
った
が
、
憲
法
に
裡
め
られ
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七
れ
は
目ら
字
生自
治
ひ
h
で
は
大
字

自
治
に
義穴
を
掘
る
こ
と
に
も
な
う

つ.
外
的な
還
勤
画
の
み
な
ら
ず
、
自

治
余
簿
の遡
麿が
、
委
員
等
の
選
挙
・

大
会
時
の
投累
力法
・財
政
面
な
ど
す

べて
に
わた
っ
て、
渠
た
し
て
艮に
鼠

て
い
る
「法
の下
の平
簿
」
っま
り
「教
育

の
機
会
均等
」
に違
惣
し
て
い
る
こ
と
を
是

下
す
る
目
的
の
た
め
に、
昨
同
四
月
に
「工

教
生
の
編
入
の件
」
に関
ず
る
M
時
槽
置
法

の
一部
改
正
を行
な
い
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

自
ら
の一+
で根
本
的
に
尉
検
さ
れ
る
べ

き時
期
にた
ち
い
って
い
る
よ
う
に
思

われ
る.
こ
の
点
で
は
、
各
人
学
に
お

ノい
ても
、
字
生
の
健
全
な
自
治
蕊

の

昂
揚
と
目覚
あ
る
態
展
を
竪
望
し
、
か

つ
、
七
のた
め
に
教
職
貝
の
側
に
お
い

を
認
め
る
方
同
に進
行
し
つ
つ
あ
る
。
セ
し

て
顧年
にな
ん
な
ん
と
す
る
期
間
発
令
さ
え

な
か
っ
た文
部
省
令
が
今
月
か
来
月
阜
々
ま

で
に
発
令
さ
れ
るだ
ろ
う
と
い見
通
し
が
強

く
な
っ
てき
た。
こ
の間
、
わ
れ
わ
れ
京
大

工
教
生
は
、
数
回
の所
長
団
交
を
も
って
尿

大
工
¥
部
へ
の編
入
に
関
す
る
具
体
的
な
構

想
を
ど
の
よう
にす
る
か
話
し
あ
って
き
た

ダ

京
大
当
局
側
の
絹
入
案
と
し
て
は
、
「紐

年
工
教
か
ら
は平
均
し
て
約
九
十
名
位
が
革

業
し
て
い
る
の
で
モ
のう
ち
の
一割
即
ち
各

学
科
三
名
ず
つ
最
大
九名
の編
入
を
認
め
る

(工
教
に
は
土
木
霧

電
気
∫
¥糾
、

工
薬
化
学
科
の
三
掌科
が
あ
る
)
絹
入
試
験

は
、
工
教
卒
某生
と対
娘
と
し
一般
敦
撹
糾

性
の
強
い
者
に
と
っ
て
は)
新
し
い
地
煎
が

切
り
開
か
れ
、
救
わ
れ
る緒
果
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
他
の
大多
数
の工
教
生

に対
し
て
は
何
ら
の
解
決
策と
は
な
り
得
な

いの
だ
。
む
し
ろ
こ
の
制
度は
、
逆
に工
教

生
に
対
す
る
悪
影
響
を
及
ぼす
こと
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
成
織普
が
編
入

の
判
定
に
用
い
ら
れ
て
い
る
限り
、

「優
」

の成
績
を
得
る
た
め
の
点
と
り
虫
と化
す
工

敦
生
が
い
な
く
な
る
と
推
が
保
障し
得
よ
う

か。
ま
た
字
間
を
と
も
に
芯
す
ク
ン
スが
、

醜
い競
争
の
場
と
な
る
可
能
性も
あ
り
、
ζ

れ
で
は
ま
った
く
予
儲
校
と
同
しも
の
とな

るで

りう
。

わ
れ
宕

は
、
今

(1
)
大
学
お
よ
び

教
官
の
姿
勢

ナ述
の
譜嵐
は
、
と
く
に
紛
計
を
生
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完全
臼
治
を
王
張
す
る
こ
と
は却
っ
て
卿れ
る
霜
幼
が
允
分
に
行
な
わ
れ
て
いな

全
体
とし
て
の
火
掌
の
自
拾
、
ひ
い
て
い
憾
み
が
あ
る
.
と
り
わ
け
目
曳
(寸
と
嘱
胃の
場
に
暴
力
ぜ講
い
入
れ
るよ

つな
観
酎
碧演
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば、

主
田に
行
な
49れ
て
い
る
か
ど
っか
と

いう
基
腱
的
な
問
題
に
つ
い
て、
学
生

て
も
必
要
な
協
力
や嘉
し
あ
い
の途
を

じ
た
大
学
に
お
い
て折
衝
に
あ
た
る
関

不
断
に
開
い
て
お
く
べき
で
あ
ろ
つ。

学園評論

戦
後
保
守
体
制
と
選
挙

.:

.
一.…
7i

一月
二
十
九
日
に行
な
わ
れ
た
衆
院

選
挙
に
ょ
る
緒
巣
は、
お
お
か
た
の
予

想
遠
り
、
自
由
民主
党
の第
一党
と
社

会
覚
の
第
二
党
たる
地
位
の、
こ
の
聞

の
不
変
の
位
置構
造
を
示
し
た
。
解
散

前
の
、
与
見
へ
の野
党
政
撃
か
ら
見
て

社
会
党
が
議
席を
拡
大
す
る
か
と
も
予

測
さ
れ
た
が
、選
挙
戦
に
入
って
か
ら

行
な
わ
れ
た
選挙
人
実
態
調
査
で
は
、

は
と
ん
ど
解紋
時
と
変
わ
ら
ぬ
縞
果
が

出
る
で
あ
ろら
}とも
予
知
さ
れ
て
い

た
。多
冤
化蒔
代
と
い
つ
こ
と
も
い
わ

れ
、
聖実
、
公
明
党
が
参
院
選
に
引き

続
き、
衆
院
選
に
も
大
員
の
組
藏
票

で
、
第四
党
た
る
地
位
を
占
め
、
日本

へ

の
政治
過
程
に
お
い
て
も
は
や
、無
視

し
がた
い地
位
に
あ
る
こ
と
を
示し

ヒoこ
のよ
.つな
這
挙
結
果
は
、政
府
も

崩
壊
と
新
展
開

党
の
、
統
治能
力
と、
国
民
利
益
箪
搬

力
の
弱
体
化が
ら
、
国
民
閲
に
介
在
す

る
分
断
さ
れた
利
益代
衷
者
と
し
て
、

選
挙
人
自身
の利
益
を
代
表
す
る
看
を

選
出す
る
のは
当
然
で
あ
った
.
一般

に
議
会民
上
ふ
義
制
と
い
わ
れ
る
機構

の
中
で、
好
む
と
妊
ま
ざ
る
に
か
かわ

ら
ず
、自
己
が
一票
に
託す
想
念
と
い

え
は、
現
代
で
は
自
己
に
還
兀
さ
れ
る

利
益配
分
のこ
と
を
も
当
然
考
㎞
さ
れ

る
か
bで
あ
る
。

こ
の衆
院
選
築
が
意
駄
す
る
も
の

は、
解
散
時
に
お
け
る
、
政
府
旬
冥
の

政
治
的
危
穣
、璽
い
わ
ば
大
搬
靭国
民

的
に.て
の危
機
を
稀
鴻
化
し
、
選
挙と

いう
媒
介
を
用
い
な
が
り
、
政
府む
兄

への
国
民
的
意
芯
の
再
集
麹
と
い
つ
こ

と
に姐
な
ら
な
い
。
解
散
さ
れ
る
以

前
、
聞
通
に
考
愚
り
れ
て
い
た
よ
7

な
、
自
民
党
の
議
席
減
少
、支
角
率
減

退
の
結
果
で
あ
れ
翫
た
七
の辿
であ

れ
、
こ
の國
家
剛行
挙
が
、
稽果
剛
に
野
見
た
る
社
会
寛
、
共
彪
冤
の
批則
冥

は
、
政府
与
寛
への
園
民
の
幻
想
渦属

た
る
買
任
を
放
棄
し
、
盤
A内戦
術
に

を
統
一的
に与
覚
が
表
現
し
た
と
見
る

他
はな
い。
他
の党
に
し
て
も
回
し
こ

と
が
いえ
る
が
、
と
り
わ
け
、
第
一冤

た
る
目民
寛
か
、
国
家
遣
冨
の
イ
ニ
シ

ア
チブ
}姦
り
、
國
家
逓
呂の
軌
軌
.駕

し
て
行
け
る
と
い
つ状
態
に
な
っ
た
こ

と
℃れ
目体
に
、
閥
題
の
核
心
は
め

る
。

・

二

既
に、
削
侃
藤
困
閣
の
以
旧的
危
櫨

が
ど
.」か
ら
生
し
、
繕
果
と
し
て何
曾

も
た
りす
の
か
を
、
㎡
細
に
諭じ
尽
し

た
各
髄継
面
や間
黛
紙
に
一員
して
人

通
す
る
も
のは
、
戦
低∴
十
年
に
り
た

る
㌧
冥政
信
の
膨
恨
頃
の
欠
如
と
い
っ

こ
と
で
あ
り
、
俣
寸禽
同
以
ド爪十
戸
井

問
に紹
果
し
た
保
"冤
恢
杣
の
構
揮
剛

鈍
磨
と
い
つ.」と
で
あ
る
。
揮
炉
に、

第
二冤
にる
札
会
冗
炉、
請に
融
嚇
赫

裁
の
三分
の
一の
壁
思
仮
0
」とも
℃

き
ず
、
共
産
覚
は
一勧
の
箴
膳し
小確

保
で
き
な
い
状
態
は
峡
肘与
冥
にあ
る

憩
の
女
堵
感
を
畑
か
せ
.りで
あ
つ.つ。

よ
る
与
冥
と
の
ボ
ス
交
に
明
け懸
れ
て

い.⇔聞
に
は
何
の
俄
旋
も
な
か
ノ
た
で

あ
つ
つ。

だ
か
、
気保
圃
争
の
政
指
的激
動用

を
国
口
囚閣
に
よ
る
経
済
田
政
冶
"
繭

醍
終
濟域
民政
取で
'ての
反
動
を
押

え
、
始
り国
民
の
幻
想
を
福
祉
国メ
、爾

に焦
約
した
沙の
よ
う
に
見
え
た
政府

ド、見
は
ζの
盆
がが
顕
血
化
し
始
め
る

や
由
や、
戦
儀
最
も
反
幼
的
首
相
と
い

わ
れ
る
伍
膿囚
閣
を
演
吊
せ
ざ
る
を得

な
か
ノた
。
日
為
に
お
け
る
油
出
↓虹

糠
の
威椎
拶
勤
の
㍑
敷
に
、
国
際
剛
黄

本
-
姻陣
呂囚
に
お
け
る
戦
俊
秩
序
怖

制
沙、
弛
磁し
、
酎
畷
し
姑
め
た
嚇
天

が
める
こ
と
に
吐
恵
し
な
け
れ
はな
b

な
い。
即
㌧
、
国
際
的
な
帝
国
上
我列

強
の対
▽
鴻
μの
激
化
と
常
国
-
我
剛

掲
編
域
の
煙わ
は
、
H
木
関
鎌
の
再編

成
と
目
小常
国
t
我の
新
た
な
る
アノ

ア
政
只
の展
囲
と
し
て
象
徴
む
れ
るよ

う
に
、
刈
米
関
係
の
掬
検
討
が近
めら

れ
て
いる
し
、
日
本
を
は
し
め
とす
る

仏
、
央な
ど
の
鷲
国
上
義
誘
國聞
の幼

回は
、
ド
ル
体
副
の
動
播
を
基底
と
し

つ
フ、
戦
夜
各
幽
内
に
お
け
る
漕矛
胎

の
溜た
な
膳
級
対
立
の
激
化
と
し
て外

化
ヒれ
た
爽尻
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
国
際
状
況
の
日
本
剛
反映
と
し

て
、
経
隣
か
ら
以
沿
へ
と
秒
竹
ずる
以

旧経
瘡
財
禎栄
は
性
礎
に
よ
っ
て担
コ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一力
で
は
、嶋踏

級
の
対
逗
激
化
を
強
枢
則
執
打椎
力
の

肥
大
化
と
暴
力
凶
置
打
使
で
も
っ
て
こ

れ
に
対
沁
し
て
き
た
。

政
府
固
民
兇
内
部
の
独
山
ノ
ル
ジ
」

ノ
ゾ
ー
の
代
到
醤
た
る
各
点
閥
の
動
回

は
、
i
蟹
に
藤
山
対
骸
藤
と
い
う
図式

化
を
小
して
見
せ
て
い
る
が
.一儒
勇
の

忠
化
に
よ
って
分
烈
ソ
O呵
協
n
叩も

秘
αりて
お
り
、
今
回
の
底
袷に
よ
り佐

藤
殊
が
兄
囚
し
翫
派
ん
り
得
た
こ
と
は

へ、依、
金
融
穿
頭
制
国
凱
の
完
壌
と

「国
陳
目
由
化
」
に
対
沁
し
た
資
禽

出
仏制
り磁
立
と
い
う
課
題
を
貝
体
甲

に
政
拍
過
札
の
ー
に
辰
囲
す
る
で
あ
っ

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

…

三
・…

こ
の
よ
う
な
国
際
檎
勢
と
目本
情
勢

が
怠
臥
す
る
も
の
は
何
か
。
今
園
の選

肇
が
、
安
保
闘
争
に
お
い
て
そ
の闘
争

が
戦
改
思
想
の
総
点
検
と
い
われ
た
同

じ
よ
う
に
今
回
の
選
挙
は
戦
後民
主
ユ

撹
と
吏
固蚊
治
の
試
練
と
い
わ
れる
。

戦
仇
二十
年
日
本
国
民
が
己
れ
の内
に

培
って
さ
た
も
の
を
明
確
に提
小し
距

離
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
.
だ
がし
か

し
、
今
回
の
選
挙
結
果
が
示
す
通り
、

分
断
化
と
ま
た
国
民
膳
階
層
の
如実
な

反
映
と
し
て
の
多
見
化
と
い
わ
れ
る玩

象
のみ
を
生
じ
さ
せ
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
国
際
的
茉
件
に
支
え
ら
れ
た、
日

本
責
本
よ
銭
の
最
終
段
階
と
し
て
の金

融
寡
押
制
円
累
の
免
成
は
、
や
が
て
こ

れ
82の
哺
状
況
と
関
連
し
て
ソ
/
シズ

ム化
の血
を
辿
0で
あ
ろ
う
こ
と
を暗

一小し
て
い
る
。

へ,回
、
日
奉
に
お
け
る
L
環

たり

け
た
佐
藤
.庫は
、
以
.伐の
諺
情
豹
の
進

展
の中
で
、
目
ら
の
棊

田
命
運
を
賄

け
た
』
口、を
展
隔
し
、
現
在
見
ら
れ
る

国
内
外
の
情
勢
に
対
応
し
て
行
く
つ
も

り
であ
りう
」
し
か
し
、
ての
展
開
の

前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
のも
、
ま
さ
し
く

戦
彼
保
》
体
制
の世
界
的
崩
壊
と
、
共

産
圏
諮国
筆
(主
咲
に中
ソ
対
立
の
激

化
)
の
対
立
で
あ
9
、
同時
に、
日
本

に
お
け
る
譜
階
級
諸階
層
の矛
噛
の激

化
と
対
立
と
し
て
そ
れ
は表
現さ
れ、

戦
後
二+
年
間
に
わ
た
る
保
守
体制
を

揺
が
す
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

戦
彼
撹
界
保
守
体
制
は
誼
要
に対
米

依
存
に
よ
る
ド
ル
支
配
体
制
に象
徴
さ

れ
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
と
並
行
した

対
米
関
係
は
、
日
本
資
本
上
義
の
自立

と
戦
彼
保
守
政
椎
の
成
又
と
安
疋を
も

た
ら
し
て
い
た
が
、
慣
界
則
資
本
-
踊

の構
蓮
的
変
化
は
、
日
本
に
お
け
る
孔

殊
な
畢樹
を
含
め
、
へ,新
た
な
る
再
編

の道
へと
追
って
お
り
、
こ
れ
ら
の譜

情
勢
の中
で
の
み
、
今
回
の
選
挙
は
位

置
ず
け
ら
れ
る
で
あ
.りづ
し
、
特
に
中

ソ対
立
の激
化
、
中
国
文
化
距
命
の
第

鷺段
陥
の動
同
は
政
府
う
冤
の
へ,授
の

余
断
を
dさ
ぬ
状
況
を
醸
成
し
て
お

り
、
こ
のよ
う
な
状
況
に
耐
え
得
る
新

たな
冤
的
紬
合
出
現
の
喫
請
を
促
写
で

あ
う
う.

係
者
が
多
大
の
努
力を
払
って
き
た
と

ころ
で
あ
る
が
、
大
学
およ
び
教
官
の

唱側
に
お
い
て
考
ほ
もし
く
は
反
省
を
隻

一す
る
閻
口
も
少
な
くな
い。

一

一般
に
、
学
生
の提
起
す
る
問
題
や

一要
望
が
、
正
常
な
手
続を
ふ
ん
で
学
内

め
規
徳
に
従
っ
て
な
さ
れた
場
合
に
は

ζ
れ
を
正
し
く
受
け
とめ
て、
適
正
な

実
現
に
努
力
す
る
と
い
う
の
が、
大
方

の
大
学
の
と
っ
て
き
た
方針
であ
る
。

学
囚
の
規
律
が
よ
く
守
ら
れ
るか
ぎ

り
、
学
生
の
研
究
や
課
外
活動
は
も
ち

ろ
ん
、
意
見
表
明
の
自
由等
も、
充分

に
保
隊
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
学生
のゆ

責
任
あ
る
行
動
に
は
、
能
ら
に
こ
れ
を

狗
宋す
る
こ
と
ミ

広
い
自
由
を認

め
る
必
要
が
あ
る
.
し
か
し
他
面
に
お

い
て、
¥生
が
、
大
学
に
お
け
る最
少

限
皮
の規
律
を
も
無
視
し
、
知
性
に
欠

け
た暴
挙
に
出
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に

対
し
て直
ち
に
厳
止
な
態
度
で
臨
み
、

ヒ
の
反告
を
促
す
べ
き
こ
と
は
も
ち
り

ん
であ
るが
、
さ
ら
に
、
誠
怠
を
も
っ

て
魂
い
ても
聞
き
い
れ
ら
れ
な
い
と
き

は、
第
一に
は
教
冒
と
学
生
の
聞
で
誠

爽
な
話
し
あ
い
を
充
分
に
つ
く
す
ζ
と

であ
り、
第
二に
は
こ
の
民
主
的
な
手

競
が破
ら
れた
場
合
に
お
い
て
、
大
亭

と
し
て
の悟
念
のあ
る
判
断
に
基
づ
く

適
切
な措
置を
とる
こ
と
で
あ
ろ
う
.

こ
の
二
つ
の要
件
のど
ち
ら
が
欠
け
て

も
、
紛
糾
し
た問
題
の解
決
は
期
待
し

が
た
い
.
事
にあ
た
って
こ
の
要
件
を

充
た
す
た
め
には
、
大
学
が
平
常
か
ら

大
学
内部
の意
思
統
一を
充
分
に
は
か

る
と
と
も
に
、
学
生
に対
し
て
も
自
ら

の
甚
本
力
針
を
周知
徹
憾
さ
せ
て
お
く

ご
と
が
必
要
で
あ
る
。

上
に
述
へた
要
件
と
深
く
開
連
し

て
、
今
日
の大
学
にお
いて
最
も
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は、
教
冒
と
学
生
と

「の
問
の
コ
ミ

ニ
ケ
量シ
ジ
の
減
退

で
あ
り
、
相
互
の
糟神
的
紐
帯
の
欠
如

で
あ
る
。
こ
の
現象
は、
一般
に
字
間

の
分
化
と
学
生
数
の
増
加
と
に
伴
っ

て
、
ほ
と
ん
と
不
可
血
的な
傾
向
と
な

って
お
り
、
聞
弟
聞
の
深
い糟
神
的
占、6

交
流
は
、
p合易
に
求
め
え
な
いも
のと

な
って
い
る
。
ての
績
果
と
して
、
大

学
教
育
が
と
も
す
れ
は
専
門
の妓
術
ヤ

学
問
の
切
り
売
り
に
類
す
る
観
をU」す

る
の
み
感ら
ず
、
教
冒
と
学
生
と
の間

に
学
問
を
遠
し
て
つ
く
ら
れ
る共
感
さ

え
生
み
だ
し
が
た
い
状
態
と
な
リ
ワ
っ

一あ
る
.
平
常
の
交
流
と
共
通
の
榊神
削

基
盤
が
こ
の
よ
.つに
欠
如
し
て
い
る
と
ロ

こ
ろ
で
は
、
問
髄
が
生
じ
た
と
き
に遽

か
に
詣
し
あ
い
を
也
め
よ
う
と
し
て

も
、
σ易
に
相
立
理
解
に
通
し
え
な
い

のは
、
む
し
ろ
恐
然
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
のよ
う
な事
態
を
克
脈
す

る
た
め
のみ
なら
ず
、
　般
に
人
了
の

一機
能
蟹
向か
め
る
た
め
に
も
、
大
学
が

「不
断
に督

と笙

と
の聞
に
心
の
通

μ恥1}聾叩鞠"1輸1巳ll田脾鞠1"吋鱈"OI甲ξ町il,;置OI■"富,鞠1`駐}闘襲嫡,1噺齢鷺隔16昌Ill5川lll■婁,師り盲III轟11110illll81餌1`ll畢隔臨聾曇1唖91乙rlrM唇響611110隔II雷財隔ll8町1瞬,lll叫II'll[圏Olrl8巳塵闘,■馳llllllll!ll511叩匹8蓼1冒llrllllilll,!置量1盲曇1恥■警1畦醜置胸1尋8由11星闘暉5■!「,1臨1麟1■恥113恥"暫■5肋瞬1

複
維
化
・掌
生
数
の
増
加
騨
の
た
め
に

曹
し
い困
錐
を
伴
う
覇
柄
で
は
あ
る
け
.

れど
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否

モ
れゆ
え
に
と
く
に
重
農
で
あ
る
.
こ

れに
は
、
例
え
は
学
部
内
の
セ
ミ
ナ
ー

や研
巽

蓉
い
笑
鋤歪

孟

 じ
て
の謂
企
園
な
と
を
介
し
て
、
教
官

と
学生
が
と
も
に
参
加
し
て
相
互
理
解

と
共感
を
っく
り
だ
す
対
話
の
広
場
を

も
つこ
とが
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
は
結
局
の

とこ
ろ、
学
畏
を
は
じ
め
個
々
の
教
官

の
学問
お
よ
び
教
青
面
に
お
け
る
日
常

的
な態
皮
に
よ
って
裏
打
ち
さ
れ
な
け

れ
ば空
し
いも
のと
な
ろ
う
.
大
学
が

内
外
に向
か
って
、
学
の
独
立
と
自
由

を
守
る
た
めに
は
、
先
ず
す
べ
て
の
教

宮
が
強固
な
自
由
の
精
神
を
竪
持
し
、

学
問
の研
究
と
教
育
への
頁
幽
な
努
力

捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
掌
生
お
よ

ぴ
社
会
から
信
頼
と
尊
敬
を
受
け
る
も

の
と
な
ら
な
けれ
ば
な
ら
な
い。
大
学

と
い
う
共同
体
の秩
序
が
、
こ
の
よ
う

な
狩
殊
な
星
盤
の
上
に成
り
立
って
い

る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

教
協
と
し
て
今
日
の
字
雄商
題
に
臨
む

出
発
嶽
と
も
な
る
で
あ
ろう
。

現
在
の
激
効
す
る
杜
会
情勢
と
、
そ

の
大
字
へ
の
影
響
に
対処
す
る
光
め
に

は
、
大
字
は
も
っ
は
ら
研
究
のみ
を
こ

と
と
す
る
戦
前
の
理
念
の
ま
ま
の
「象

牙
の
塔
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
は評
さ
れ

な
い。
現
代
に
お
い
て
は、
敦冒
は
研

究
分
野
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず、
広

い視
野
に
立
って
、
教
育
面
で
の
檀
極

的
な
努
力
を
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
が要

請
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
。
研
究

と教
倉と
は
、
七
れ
ゼ
れ
全
く
別
個
の

仕
事
では
な
く
、
よ
き
バ
ラ
ン
ス
を
と
・

っ
て関
蓮
し
あ
う
も
の
と
な
る
こ
と
に

よ
9、
教
目と
し
て
の学
生
問
題
に
応

霧
継
義
讐
魏
器
灘
欄墜 え

て
ゆ
く
ノ
刈
も

目
り
と
と
の

つ
も
の

と
い
え
る

」あ

り
つ
。

(三
面
へ
続
く
)

商
法
の
大
改
正
を
完
全

に
収
録

9
・

条文充実し納容

も

末

川

博

編

著

一㌦

、

至

判
菱

・嚢
更

三
三六
費

、鱒三
・
・
円
.

本
書
は
、
昭
霜
五
年
創
刊
い
ら
い
、
参
照
条
文
・
事
項
索
引
・
法
令
総
覧
な
ど
を
特
色
と
し
た
独
創
的
な
六

法
金
書
と
し
て
、
怯
曹
学
究
は
も
と
よ
軌
広
ぐ
会
社
官
庁
等
で
法
律
実
務
に
携
わ
る
多
て
の
人
ギ
か
ら
絶
大

な
信
用
を
得
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
四
〇
年
版
か
ら
、
収
録
法
令
の
飛
躍
的
増
加
と
使
用
上
の
便
と
を
図
る

た
め
判
型
を
大
き
く
し
た
。
嘘
年
版
で
は
、
一
層
の
再
容
充
集
の
允
砂

執
行
官
法

.入
会
林
野
等
権
利
関

・
借
地
非
訟
事
件
手
続
規

係
近
代
化
法
・
雇
旧
対
策
法

・地
震
保
険
怯
・
地
方
議
会
の
選
挙
期
日
等
特
例
法

則
・
農
林
中
央
金
庫
法
・
凸
都
保
存
法
な
ど
ヨ
.祥
を
新
収
す
る
と
と
も
に
、
商
法
の
大
改
正
及
び
民
法
・

借
地
法
・
借
家
法

・自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
・、銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
・
税
法
等
、
昨
年
中
の
改
正

を
完
全
収
録
し
た
。

.

で

,

●
「追
録
賦
(7
月
発
行
予
定
)
を
無
料
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

」

'

年
ご
と
に
新
た
な
創
意
工
夫

経
済
人

の
座
右

に

●■
■

O
O

サゐ

畷判

士事

 

現
代

の
国
民
の
要
求
を
十
分
に
満
た
す
・

三
蓮
銀
行
頭
取

東
京
大
学
教
授

真

野

毅

田゚

実

渉

川
島
武
宜

㍉.

、

μ『

、

学
習
に
最
適
の
六
法
1ー
ハ
ン
テ
イ
な

末
川
博
藏
集

1奮
小
型
判

ハ法

Σ
睾

整

夷

倉

収
?
嚢

の
肇

唇

暑
警

奮

べ
嚢

奪

記
法
・会
社
更生
法
・非
訴
事件
孚
鱗
法
等
の
改正
も
完
全
に
収
録
.
▼館脅

に
惑
要
な
法令
壷
顧■
凋
総
収
録法
令
二
七七
件
A薪
収
録
法
充
件
)
▼
各
.

目
の
蟹
禽
巻
比較
艶
照
で
8
る
錦慧
法
。民
法
・労
働
法
等
の
各
部
門
ρ申
で

も
比
較
慧
法
条
又集
は
門
醤
量
墾
Lテ
頑
目別
に
各
国
慧
法
条
文
を
比較
歩

瞭
で
善
る
①
▼旧
驚
◎
を
出硬
齢熈
で
礎
る
t惜
奮
法
・行
歌
争
訟
閲係
E
法

令
勉塁
宿
規
足
・肖
法
旧
規
疋
盤
蓋
曇
法
・治
蟹
維
簿
法
・世
霧

・

新
聞
紙
法
等
..7圧
億
的
に
竈
鍵U
た
■
属
塗
聾門
臥園
壕
法
の
講
義
に必
要

な
条
約
協
足
等
もれ
な
く
収
録
.
▼付
録
「濠
の
虞立
と
翼
嘗
」
「亭敬
魁
辱

,一覧
」
等
.

.
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謬

゜

ぽ

現
代
思
想
全蕎

清
水
幾
太
郎
著

⑳
世
紀④
縮
・哲
学
・墓
群
学
金
凧に
わ

た
る
畢
門方
法
の発
展
過
糧
を
た
ど
り、
思
想
と
敢
治の
深
い
絡
み
合
い

に
爵
み
こ
み
、今
後
の
思
想乏
は
何か
塗
展
耀
す
る
.

各
三
三
◎
円

日
本
道
徳
思
想
史

家
永
三
鄭
著

呈
葵
の
採
燈
の
実

泉
人
暴

思懇
は
、
ど
の
よう
な
歩
み
を
た
ど
って
きた
か
.
仁
寮
応孝
に
限
ら
れ

な
い祖
先
の
豊
冨
勇
な
道
徳
思
想
姦
述
す
る
.

四
◎
0
円

哲
学
初
歩

田
中
奨
知
太
部
著

齢星
め
根
太
盟
置
つ
な
が
歪
禦
欝
な

請
閥
題
盈
西
洋
哲
学
の原
擁
に
竜
で
さ
か
のぽ
って
朋
ら
か
にし
た
哲

三
ヨ◎
円

単
入
門書
.
日
常
の
こ
♪ぽ
で
平
易
に
夢
りれて
い
る
。

明

治

維

新

違
山
茂
樹
著

蚕
の葵
叩から幕悉
顎
籠

治絶対王

ゴ
の
腐
立
に至
る
約
撃

聞
の唇
童
霧
を
、
政治
更
に
重
点
を
お
き
、

.経
済
、
墨
簗

面
を
体
系
づけ
た
概
説
畜
.

四
玉
O円

国
際
政
治
史

岡
義
武
著

近
世初
期
の
西
ヨ
ー
ロ
溜パ
に
お
ける
ロ糧
照
寂
の
班

誕
か
ら
、
二
つ
の体
制
が
対
立
す
る現
段
階
ま
で
を
扱
い.
国
際
敬
治の

展
開
過
程
を
ダイ
ナミ
ック
に
解
明す
る
。

r西
O
Q
円

経
済
原
諭

白
†野
弘
蔵
薯
欄

マル
〃
ス
の
「資
寛論
」
浄霜
者
独
得
の観
点
か

ら体
系
づ
け
、
経
済
学
とは
何
か
を
璽
明
に描
い
た
概
脱
書
。資
本
主
義

的
態麟
様
式
の
某
底
か把
掃
す
る
道
を
敦
え
る。、

三
三◎
円

ド

農
業
問
題
改
訂版

大
内
力
著

日
本
の
髪
に
焦
点
叢
ぞ
、日
本
農
業
の
総
蔚

縫

造
と
、
この
構
造
か
規
制
す
る
諸条
件
を
分
析
し
、日
本
資
本
主
義
社会

に
お
け
る
愚奨
關
題
の
本
質
か鉾
明
す
る
.

四
三
◎
円

英

語

発

達

史

、由妻

憺賜塞-
英語の発達と、その文化史薯
景を述
べな

が
ら
、今
日
の
甚
語
の
特性
を
、
語
彙
・発
音
。文
体
の
あ
ら
ゆ
る面
で
r

考
察
す
る.
英
麺
研
尻
滑
の
好診
考
賛
で
あ
る
.

ヨ
◎
9
門

量

子

力

学

・

小
谷
正
雄
著
.意+奉
箋

物象の取り扱いに欠くζ

と
の
で
き
ぬも
の
で
あ
る
.
そ
の理
論
体
系
を
活
わ
めて
わ
か
り
や
す
く

ま
た
実
験
亭項
聖
て
い
ね
い
に
扱
っだ
醤
.

.

、三
三
〇円

応

用

光

学

ゴ

、

久
保
国
広
著
、幾何拳
と襲

↑
に収霧
を要紺し

回
折
・偏
光
の
諸章
で
各
種
光
学
装
鹸
や
研究
法
に
ふ
れ
.
色
の理
諭
や

映像
論
を
収
め
て
最
新の
動
向
を
蟹
明
す
る
.

三玉
0
円

分

子
ル
醤
請
λ
門

水゚
島
三
一
朗
曲看

分
子
雛
遜
鹸
のλ
門書
で
あ
る
と
共
に
、従
果

の
熱
力
学的
記
述
に
始
き
0惣
花
学
書
と
は異
な
り
、
原
子
理
論
・分

子
論
的方
法
に
始
き
G独樽
の
化
学
理
諭
入
門
書
.

二
八◎
円リコ
ち

自
動
制
御
理
論
穣

高
橋
安
人
著

自
動
制御
の
工
学
的
手
法
と
原理
の
大
要
と
を
紹

介
す
る
。
と
くに
藁
礎
理
論
が複
雑
な
シ
ス
テ
ム
計
圃
へい
か
に
醇
用
惑

れ
る
が
を
n學

劾
力
呉
に
つ
いて
説
明
す
る
.

三
玉
0
鳳

数
苧
公
式
薫

森
口
繁

一
・
字
田
川
娃
久

・
一松
信
著

・本
書ば
応
用
上
必
須
の公
式
が
網
耀
さ
れて
あ
o㌦
解
希
に
お
いて
ず
ぐ

使
える
よ
う
に
丁芙
した
便
利
な
公
式
集
で
あ
る.
検
索
の
便
を
計る
た

亀め
に
多
教の
公
式
を
卑
に
躍
列す
る
こ
と
なく
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に分
類

し
て
表に
ま
と
め
る
方
法を
採
った
.
理
工
学
者
・技
術
者
の
塞
除
の
計
.

算
に
利
用
され
る
ほ
か
、
学
生
の勉
学
上
に
も
広
く
没立
つ
。

、
(1
)徴
分
稿
分
・平
面曲
線

(n
)級
数
.疸交
系
。周
期
由
教
・

・(懸
〉特
殊函
数
ー
レ
ー
三八
〇
円

廿
四
二◎
円
暇鴨
四
1
0
内

一

解

顔
■温隅全
露
蟹
誉
録
を
用
黒
し
てお
り
豪
す
。
ご
幕
翼の
方
は
、
大
禁
鑑
ロ
売唐
か
小
辻
営
撹
郁
宛
ハガ
串
で
ご
艘票
く膿
さ
い
。

ぜ

1

778
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こ
の点
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
工夫

を要
す
る
のは
、
教
養
課
程
の
教
育
の

在
り方
で
あ
る
。
一般
的
に
い
え
ば、

上
のよ
う
な
教
官
の
姿
勢
は
、
課程
の

い
か
ん
にか
か
わ
ら
ず
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
は
いう
ま
で
も
な
い
。
し
か
し、

高
等
学校
と
は
本
質
を
異
に
す
る大
学

の
生
活
の
第
一歩
に
お
い
て
、
学
生
を

し
て
大学
の本
質
に
眼
を
開
か
せ
る
た

め
に
、
教養
課
程
の
教
育
は
き
わ
め
て

重
裏
な
住
務
を課
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
に
また
、
こ
れ
を
担
当
す
る
教

官
の
責
任
も
す
ごぶ
る
重
大
で
あ
る
。

従
来
は
、大
学
に
よ
って
は
と
も
す
れ

は
こ
の
点
に意
を
用
い
る
こ
と
が
薄
く

教
養
課
程
が、
専
門
課
程
へ
の
た
ん
な

る
予
備
的期
問
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま

う
傾
向
が
あり
、
そ
の
こ
と
が
、
始
め

て
入
学
し
た学
生
が
大
学
に
失
望
し
、

も
し
くは
不信
感
を
い
だ
く
一つ
の
理

由
と
な
っ
て
いる
場
合
も
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
これ
は
む
し
ろ
専
門
課
程

を
含
む
全教
官
あ
る
い
は
大
学
全
体
の

責
任
で
あ
っ
て、
教
養
課
程
の
あ
る
べ

き
姿
に
っ
い
て、
大
学
と
し
て
の
充
分

な
検
討
を加
え
、
教
官
。施
設
の
充
実

を
も含
め
て必
要
な
解
決
策
を
早
急
に

講
ず
へ
き
であ
ろ
う
。

(2
)
物
的
施
設
か

ら
琳
た
薗
題
点

今
日
に
おけ
る
大
学
の
自
治
は
馬
た

ん
に
外
部
の賭
勢
力
か
ら
の
自
由
と独

立
σ
俣
障
に
ま
っだ
け
で
な
く
ズ
学

が
研
究
・教育
のた
め
の
施
殴
お
よ
び

経
費
な
ど
に
っい
て
-財
政
上
の
裏
づ

け
を
得
る
こ
とに
よ
って
、
は
じ
め
て

期
待
さ
れた
犠
能
を
果
た
し
得
る
も
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
現
在
の
わ
が
国
の
大学

の
笑
状
に
お
いて
は
、
学
生
の
自
主
的

活
助
の
た
め
の施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
研

究
と
教
育
に
不
可
欠
な
条
件
さ
えも
充

た
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
少
な
くな

い。
最
高
の
研
究
教
育
機
関
と
し
て
の

大
学
が
、
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
貧
弱

な
財
政
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
かぎ

り
、
学
生
を
大
学
ら
し
い
雰
囲
気
のな

か
で
勉
学
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て困
難

で
あ
る
.
も
ち
ろ
ん
、
学
閻
へ
の
尊敬

や
翼
理
探
究
の
情
熱
は
、
物
的
粂件
の

み
によ
って
つ
く
り
出
さ
れ
る
も
の
で

は
な
いが
、
物
的
条
件
な
し
に、
学間

の成
果
や
教
育
の
実
を
期
待
す
る
こ
と

は
でき
な
い。
日
常
の
実
験
費
用
に
も

事
欠
く
よ
う
な
研
究
室
で
は
、
最新
の

科
学
を
推
進
す
る
こ
と
は
ほ
とん
ど
望

みえ
な
いし
、
必
要
な
参
考
書
が
充分

に整
って
炉
な
い
図
書
館
で
は
、学
生

に満
足
の
ゆ
く
研
究
を
求
め
る
こと
も

困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
課
外
滑動

にお
い
て学
生
の
工
不
ル
ギ
ー
が
充分

に発
揮さ
れ
る
た
め
に
も
、
し
か
る
べ

き
施
設
な
い
し
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
いう
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よう
に

し
て、
大
学
が
そ
の
責
任
と
機能
を果

たす
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
以
上
の

よ
う
な
意
味
で
の
最
少
限
の
物
的条
件

を
確保
す
る
こ
と
が
、
臼つ
の
重
妥な

嬰
件
で
あ
ろ
う
。

,犬
学
に
対
す
る
掌
生
の
要
望
の
かな

り
多
く
のも
の
が
、
上
記
の
問
題
と
関

俵
Uて
い
る
こ
と
は
周
知
の
とお
りで

あ
る
。
ま
た
研
冗
。教
育
の
施
設
のみ

な
ら
ず
、
課
外
酒
助
や
福
利
厚
生
のた

め
の施
詮
も
今
な
お
き
わ
め
て不
充

分
で
あ
の
へ
大
学
の
キ
ャ
ン
バ
スは

潤
い
に欠
け
斗
学
生
の
精
神
的交
歓
を

・促
が
す
魅
力
的
な
雰
囲
翼
に
乏
し
い。

こ
の嵐
に
か
ん
が
み
、
研
究
教
育施
設

の払
充
と
並
ん
で
、
課
外
活
動
・福
利

康
生
の
た
め
の
施
設
等
の
充
実
も
、大

学
教
育
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
強く

望
ま
れ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
教
青費
の支
出
を

借
し
ま
な
い
の
は
、
含
ロ各
国を
通
じ

て
の
一般
的
傾
向
で
あ
る
。
し
かし
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
従
来
やや
も
す

れ
ば
教
育
と
り
わ
け
大
学
教
育
のた

め
に
は
、
格
別
多
鎖
の
経
費
を
必要
と

す
る
こ
と
の
認
識
に
欠
け
るき
ら
い

が
あ
り
、
そ
れ
が
、
研
究
教
育施
設
や

(続き)

 

橿
利
厚
生
施
設
の
水
準
を
国
際
的
に立

ち
遅
れ
さ
せ
る
一因
と
な
っ
て
いる
こ

と
は
杏
定
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
に
か
ん
が
み
、
今
後
教
青
費
の飛
躍

的
増
大
の
描
置
が
講
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
が

学
生
の
学
問
に
対
す
る
関
心
を
い
っ
そ

う
深
め
る
よ
す
が
と
も
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

(1
)
大
学
旛
設
の

管
理
と
学
生
自
治

始
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に、
最
近
の

学
生
還
動
は
、
学
生
自治
権
の拡
大
を

主
眼
と
し
て
、
大
学
の
行
政
に参
加
し

　

よう
と
す
る
要
求
を
煎
面
に
押し
出
し

て
いる
。
学
生
会
館
や
学
寮
など
に関

す
る
全
面
的
な
暫
理
罹
を
主
張す
る
の

も
、
そ
の
端
的
な
剛例
で
ある
。
し
た

が
って
、
学
生
自
治
の
閥
題
も、
大
宇

行
政
と
い
う
側
面
か
ら
検
討
し
て
おく

必
要
毯

る
。

さ
き
に
述
へた
よ
う
に
、
髪
閥
の自

由
を
笑
質
的
に
保
障
す
る
た
め
に、
大

学
が
研
究
・教
育
に
関
す
る雲
喪な
必

要
事
項
に
つ
い
て
、外
部
の
政治
的
・

行
政
的
介
入
を
う
け
ず
に
自
主
附に
決

定
す
る
と
い
う
こ
と
が
、大
学
目治
の

眼
目
で
あ
る
。
国
立
大
字
の諸
施
設
は

法
令
に
よ
って
大
学
の
菅
埋
・還
冨
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
大
学
は主
と
し
て

研
究
・教
育
の
基
本
的
見
地
から
適
正

に
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
にな
って
い

る
も
ので
あ
り
、
こ
の
貞
任
が、
学
長

を
始
め
と
す
る
大
学
箕
任
者
に
課せ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
常
識
的な
原
則
が
忘

れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。大
学
の
こ
の

責
任
は
、
形
式
と
し
て
は
行政
的
な
も

ので
あ
る
が
、
国
立
大
学
の施
設
で
あ

る
以
上
終
局
的
に
は
国民
に
刈し
て
果

た
さ
れ
る
べ
き
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

ロ

る
。
学
生
の
自
治
権
拡
大
の
要
求
の
な

か
に
は
、
学
寮
な
ど
の
施
設
に
対
す
る

広
汎
な
管
理
権
の
主
張
が
含
ま
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
行
政
責
任
の
な
い
学
生

の手
に
こ
れ
を
暫
播
的
に
移
譲
す
る
こ

と
は
、
こ
の
原
則
か
ら
み
て
計
され
な

い
こ
と
で
あ
る
。

も
っと
も
、
実
摺
に
お
い
て
は、
学

生
に
寮
生
活
遵
営
上
広
い
自
主
性
が認

め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ

は
、
学
生
に
可
能
な
か
ぎ
り
広
汎な
自

治
を
認
め
る
こ
と
が
大
学
教
育
の本
旨

に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
一般
的

な
理
怠
に
の
っ
と
り、
寮
生自
身
の自

主
剛
な
規
律
に
委
ね
る
こ
と
が、
寮
生

活
の
允笑
を
も
た
ら
す
で
あ
ろう
と
い

う
債
頼
と
期
待
に
発
し
て
い
るも
ので

あ
って
、
こ
の
意
昧
に
お
い
ては
、
大

学
は
槽
し
む
も
の
で
はな
い。
レ
かる

に
、
学
生
が
こ
の
よ
うな
自
主
剛運
冨

の
根
拠
や
意
羨
を
無
視
し、
そ
れ
が
畏

期
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
われ
て
米た
と

い
う
箪
笑
の
み
に
着
目し
、
あた
か
も

こ
れ
を
掌
生
固
有
の
「自治
権
」と
み

な
す
は
か
り
で
な
く

ひ
い
ては
大
学

の
施
設
に
対
す
る
管
埋
貞任
体
鯛
ま
で

も
基
本
的
に
杏
定
す
る
に
い
た
って

は
、
大
学
は
こ
れ
に
対
し筋
を曲
げ
て

妥
協
す
る
こ
と
は
計
さ
れな
い
。な
ぜ

な
ら
ぱ
、
大
学
目
治
を
主
張
す
る
前提

の
一つ
に
、
大
学
が
社
会
と
国
民
に
対

す
る
大
き
な
買
務
と
し
て
、
自
ら
の行

政
貴
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(2
)
数
育
行
政
上

の
聞
題

学
問
の
自
由
の
原
則
と
そ
の
窟
義
が

認
め
ら
れ
る
以
ト『
上
述
の
餓
点
の
反

面
と
し
て
、
大
学
は
外
部
か
ら
の
力
の

干
渉
を
排
除
し
て
、
自
ら
の
施
設
に
も

自
主
的
な
管
理
と
運
営
を
行
な
う
べ
き

で
あ
る
。
し
た
が
って
、
大
学
が
自
ら

の教
育
行
政
に
対
す
る
自
治
の
資
任
を

果
た
す
た
め
に
は
、
こ
れ
に
対
し
て
圃

一的
な
統
制
を
加
え
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
過
般
、
大
学
の
管

理
・運
営
に
関
す
る
法
制
化
の
試
み
が

批
判
の対
象
と
な
った
際
馬
国
立
大
学

協
会
が
こ
れ
に
対
し
て
強
く
反
対
の
意

見
を
表
明
し
、
各
大
学
が
自
ち
の
責
任

態
勢
を
打
ち
立
て
る
決
意
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ

のこ
と
は
、
大
学
の
智
理
・運
営
に
関

す
る
轍般
的
な
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
生
間
題
に
関
し
で
も
全
く
同
様
であ

る
。
と
り
わ
け
近
時
の
学
生
還
動
が、

自
治
権
の
擁
護
と
拡
大
を
ス
ロ
ーガ
ン

と
し
て
い
る
主
な
理
由
を
、
文
部
省
に

よ
る
椎
力
的
な
統
制
の
強
化
に
求め
て

い
る
だ
け
に
、
大
学
が
自
ら
の
貞任
を

自
主
附
に
果
た
す
と
い
う
上
記
の原
則

を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
は
、
現在
と

く
に
必
嬰
で
あ
る
。

国
立
学
校
の
設
置
者
と
し
て
の文
部

省
が
、
学
校
お
よ
び
そ
れ
に
附
厩す
る

'施
設
等
に
対
し
て
、
一定
の
監
督
買
仕

を
負
う
立
場
か
ら
、
或
る
程
度
ま
で
統

一的
な
管
埋
・還
嘗
の
力
式
を
望
む
ζ

と
は
、
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
大
学
が
教
育
的
や
過
去

の
経
験
に
か
ん
が
み
、
学
寮
尊
に
お
け

る
学
生
の
目
治
を
或
る
程
度
認
め
て
さ

た
ζ
と
も
、
尊
重
さ
れ
る
へ
き
で
あ

る
。
だ
が
現
実
に
お
い
て
は
、
学
寮
笥

の
留
理
や
利
用
に
粗
漏
な
ふ
し
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
欠
隅
は
、

噌す
で
に
こ
れ
ま
で
考
祭
し
た
ご
と
く
犬

学
と
学
生
と
の
間
の
あ
る
べ
き
関
係
に

V
脚
し
つつ
自
主
的
に
克
服
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い。

こ
のよ
う
に
し
て
、
必
要
最
少
限
の

管理
の方
式
の決
定
は
大
学
の
自
主
的

資
任
に寓
す
る
と
い
う
原
則
が
、
行
政

当
局
は
も
ち
ろ
ん
学
生
側
に
よ
っ
て

も
、今
後
い
っそ
う
は
っ
き
り
と
確
認

さ
れ、
か
つ支
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い。
以
上
述
べた
こ
と
に
関
連
し
て
、
学

生部
に
つい
て
も
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ

ばな
ら
な
い
。
最
近
の
学
生
巡
動
を
み

る
と
、学
生
は
学
生
部
を
も
っ
て
文
部

当局
の出
先
機
関
と
見
な
し
、
こ
と
さ

ら
に
これ
を
敵
視
す
る
よ
う
な
態
度
を

と
る
こ
とが
稀
で
は
な
い
。
い
う
ま
で

も
なく
学
生
部
は
大
学
組
級
の
一部
で

あり
、
学
長
の
統
轄
の
も
と
に
大
学
の

方針
にし
た
が
って
職
務
を
行
な
う
機

関
であ
る
.
学
生
が
こ
の
こ
と
を
否
足

す
る
とす
れば
、
そ
れ
は
故
意
ま
た
は

理
解
の
不足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

た
に対
し
ては
、
大
学
と
し
て
も
学
生

部
の性
格
を
よ
り
正
し
く
理
解
さ
せ
る

よう
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

(1
)
大
学
の
規
葎
と

藁
過
去
にお
いて
、
大
学
と
警
察
権
と

の問
に、
主
と
し
て
学
生
還
動
を
は
さ

ん
で緊
張
関
係
が
生
じ
、
そ
の
結
果
大

学
の臼
治
が
問
題
と
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
事例
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
周

知
のと
お
り
で
あ
る
。
最
近
の
学
生
運

動
の勤
向
に
か
ん
が
み
、
類
似
の
事
態

が
生
じ
得
る
可
能
性
が
多
い
だ
け
に
、

こ
こ
で
大
学
と
警
察
権
の
関
係
に
つ
い

て明
ら
か
に
レ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

改
め
て
述
へる
ま
で
も
な
く

同
し

国
家
の機
構
と
し
て
の
国
立
大
学
と
警

察
は
、
そ
の
機
能
な
い
し
性
格
を
ま
っ

一
たく
異
にし
て
お
り
、
前
者
は
学
問
の

研
究
と
教
脅
を
目
的
と
す
る
非
権
力
的

組織
であ
る
め
に
対
し
、
後
者
は
⊥
と

し
て治
安
の
維
持
に
任
ず
る
実
力
組
織

であ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
警
察
が
も

っぱ
ら
巾民
の生
命
、
財
産
、
自
由等

を守
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
ぎ
り

で
は、
大
学
は
治
外
法
権
の
協
で
は
な

い
以上
、
そ
の
構
内
で
生
じ
得
る
犯
罪

の逼
及
や
防
止
の
た
め
に
警
寮
の
保
護

を
曳け
る
と
い
う
、
両
者
の
平
和
で
止

粥な
関
係
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

と
こ
つが
遡
憾
な
こ
と
に
、
日
本
の

過
ム
の経
験
の
な
か
で
、
警
繁
が
大
学

内
で帽
報
酒
劾
を
行
な
い
、
そ
れ
に
ょ

っ
て学
問
の自
由
が
脅
か
さ
れ
る
と
い

う
事例
があ
った
こ
と
は
否
定
し
え
な

い
。
こ
の経
験
に
か
ん
が
み
て
、
大
学

と
警
察と
の関
係
に
お
い
て
不
幸
な
摩

擦
や対
立
を
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う
な
措

置
が講
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
慣
行
と
し
て

育
て
る努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
よう
な
慣
行
は
学
問
の
自
由
を
保
障

す
る
ため
に、
今
後
一層
積
極
的
に
強

化さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
大
学
の
糧
内
に
は
人
字
の

了解
な
し
に警
冒
が
み
だ
り
に
立
ち
入

るこ
と
は
し
な
い
、
と
回
う
慣
行
は
、

上
記
のよ
う
に
し
て
過
去
の
不
幸
な
事

例
にか
ん
が
み
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も

の
であ
って
、
こ
の
慣
行
か
ら
大
学
に

治
外
法
権
を
認
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
いう
紹
論
を
導
き
出
す
こ
と
ば
、
論

理
的
に不
可
能
で
あ
る
。
学
生
の
な
か

には
、
大
学
構
内
へ
の
警
察
官
の
立
ち

入り
を
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
一切

排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
邸
あ
る
け
れ

ど
も、
そ
れ
は
大
学
の
本
質
か
ら
見
て

論理
創
に首
尾
一貫
し
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
の意
昧
で
行
き
す
ざ
た
主
彊
と

いわ
ざ
る
を
え
な
い
。

万
一学
生
側
の
行
動
が
大
学
本
来
の

使
命
の盗
行
を
妨
げ
る
よ
う
な
事
態
を

生
ぜし
め
た
場
合
に
は
、
大
単
と
し
て

は
まず
も
って
学
生の
翼
情
を
理
解
し

説
得
に
でき
る
だ
け
の
手
段
を
舗
じ
て

学
生
の自
覚
あ
る
行
動
を
促
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。し
か
し
、
そ
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
す、
大
学
内
の
秩
序
の
回
復
が

不
可
能
な場
合
に
は
、
こ
れ
を
阻
止
す

る
他
の
有
勤な
手
段
を
も
た
な
い
非
権

力
的な
組
織
とし
て
の
大
学
が
、
こ
う

し
た
事態
を
打
開
す
る
た
め
に
、
や
む

な
く
警
祭
の助
力
を
求
め
る
と
い
う
還

憾
な
結果
が
生
じ
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な

い
。
こ
のよ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
、大
学
内に
お
け
る
学
生
の
規
徳
は

本
来
教
職員
と
学
生
が
と
も
に
協
同
し

て
自
主
的
に継
持
す
べき
も
の
で
あ
っ

て
、
学外
の警
察
力
に
依
存
す
る
こ
と

は
建
前
と
す
へき
も
の
で
は
な
い
と
い

う
基
本
原則
を
う
ち
た
て
る
ζ
と
が
必

要
で
あ
る
。も
し
学
生
が
こ
の
基
本
原

則
を
要
求し
こ
れ
を
順
守
し
よ
う
と
ず

る
な
ら
は、
学
生
は
大
学
の
規
則
や
説

得
を
無
視し
て
、
警
冨
導
入
と
い
う
力

の
行
使
を、
自
ら
の
理
性
に
よ
っ
て
抑

制
し
な
けれ
は
な
ら
な
い
。

(
2
)
大
学
と

一般

社
会

以
上述
べて
き
た
よ
う
に
、
大
学
の

自
措
は、
学
問
の
自
由
を
守
る
こ
と
が

人
類
社会
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
、と
いう
経
験
的
な
事
実
に
基
づ

い
て、
長
い年
月
を
経
て
っ
く
ら
れ
て

き
た
原則
で
あ
る
。
こ
の
点
で
わ
れ
わ

れ
は
、学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
に

対し
、
世
人
の
積
極
的
な
理
解
と
支
持

を期
待
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
大
学

は、
時
と
し
て
そ
の
外
か
ら
の
力
に
よ

う
て、
或
は
そ
の
内
部
の
語
要
因
に
よ

う
て、
自
治
の
原
則
を
揺
る
が
さ
れ
る

こ
と
があ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
自

治
を支
え
る
第
一義
的
な
責
任
は
、
い

う
ま
でも
な
く
研
究
、
教
育
に
携
わ
る

教
宿
にあ
り
、
つ
いで
は
職
員
と
学
生

の
綱
に
か
か
って
いる
が
、
こ
の
賀

任
を
果
たす
か
否
か
を
き
び
し
く
見
笥

る
社
会
の人

の々
理
解
や
批
判
も
、
大

学
の
自
治の
大
き
な
支
え
と
な
る
も
の

で
あ
る
。し
た
が
って
教
職
員
お
よ
び

学
生
も、
そ
のよ
う
な
理
解
と
又持
を

得
る
た
め
に
、大
掌
の内
外
に
お
い
て

学
問
研
究
の
成
果
と
自治
の実
績
と
を

示
す
な
く

あら
ゆ
み
面
にお
いて
不

断
の
努
力
を
傾
ける
必要
が
あ
る
。

上
の
要
講
と
並
ん
で、
近
来
の
学
生

還
勤
の
態様
に
か
ん
がみ
て、
わ
れ
わ

れ
が
広
い
意
昧
で
の教
育
に関
し
て
指

摘
し
て
お
か
な
けれ
はな
ら
な
い
も
つ

一つ
の
問
題
が
あ
る
。そ
れ
は
、
近
釆

の
学
生
運
動
の
形態
のな
か
に
、
政
治

社
会
に
対す
る根
づよ
い不
悟
と
不
満

感
が
見
ら
れ、
また
そ
れ
と
関
追
し
て

と
も
すれ
ば
目的
のた
め
に
は
手
段
を

選
ば
な
い傾
向
があ
ると
いう
こ
と
で

あ
る
。
ζ
の
点、
学
生
の心
情
的
な
不

満
感
を
学
問
的、
合
理
的
な
認
識
へ
と

高
め
さ
せ
、
それ
に
基
づ
いて
自
寛
あ

る
理
性
的
な
行
動
を選
択
す
る
よ
う
に

導
く
こ
と
は
、
大学
教
育
の任
務
で
あ

る
。今
日
の
学
生
に
と
も
すれ
ば
、
自
己

主
張
と
批
判
の
み
多
くし
て
、
自
覚
的

な
反
省
に
裏
う
ち
され
な
い行
動
に
出

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は、
一般
に

幼
少
ヰ
時
か
ら規
律
と
責
任
を
重
ん
ず

る
教
脅
に欠
け
る風
翻
に起
因
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
自
由
には
岡
時
に
黄

任
と
自
己
規
徳
が
俸な
う
と
いう
自
覚

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は、
大
学
教
育

以
前
の
あ
ら
ゆ
る
教育
段
階
で
の
訓
練

が
必
裳
で
あ
る
。自
己
の人
格
と
自
由

を
主
張す
る
よ
い
意
味
ての
個
人
自
由

の
原
理
が
つ
ね
に他
人
の人
格
と
自
由

を
轟重
す
る
と
い
う
目明
な
前
提
と
不

可
分
で
あ
る
こ
と
は
、
社会
のあ
ら
ゆ

る
場
所
で
、
幼
少
年
時
か
ら学
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
妹
でも
、
現

下
の
大
学
紛
争
は
、
社
会
の全
教
育
体

糸
の
在
り
方
に
欄
す
る問
題
であ
り
、

と
く
に
全
体
と
し
て
小
中
学孜
な
ど
と

く

く
に
後
期
中
等
教
育
の段
階
に
お
い

て
、
脅
少
年
の
自
徳性
や
創遺
性
を
高

め
て
い
く
配
慮
が
必
要と
思
われ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
閲
題
は
、学
校
教

育
の
み
に
よ
っ
て
解
決
され
るも
の
で

は
な
く
、
家
庭
や
市
民
の
生
活関
係
に

お
い
て
、
翼
に
民
主
主
義的
な
規
律
を

つ
く
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
ては
じ
め
て

果
た
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
。
これ
を
要

ず
る
に
字
生
問
題
を
そ
の時
4
の紛
争

の
表
圓
的
な
現
衆
か
ら
見る
だ
け
で
は

な
く
、
広
く
日
本
社
会
の
全体
の
脈
絡

の
な
か
で
と
ら
え
る
こ
と
が、
望
ま
れ

ゑ
長
後
に
、
学
生
運
動
に関
連
し
て
、

言
及
し
て
お
か
な
け
れ
はな
ら
な
い
の

は
、
政
治
的
・社
会的
諸
勢
力
と
く
に

政
猶、ての
他
の
団
体
の大
学
自
治
に対

す
る
関
係
で
あ
る
。
上
に述
へ
てき
た

大
学
自
治
の
理
念
は、
行
政
冒
庁
のみ

な
ら
ず
、
社
会
的
に
大き
な
影
響
力
を

も
つ
こ
れ
ら
の
諸勢
力
によ
っ
ても
允

分
に
理
解
さ
れ
尊
重
さ
れな
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
日
の
学
生
運勤
の冥
態
を

み
る
に
、
大
掌
外
の
講努
力
と
結
合
し

"これ
ら
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロキ
ーや
政

策
を
学
園
の
な
か
に
導
入
し、
党
派
的

紛
箏
を
惹
起
す
る
例
が
ま
ま見
受け
ら

れ
る
だ
け
に
、
以
上
の
尿
則
の
確
認
は

と
く
に
重
嬰
な
意
蕨
を
も
っ
で
あ
ろ

う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
生
も
ま
た

国
民
の
一員
と
し
て
憲
法
の
保
障
す
る

思
想
も
言
論
・結
社
そ
の
他
の
基
本
権

を
享
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
粂

や
行
動
の
自
由
を
不
当
に
拘
束さ
れ
な

い
椎
利
を
有
す
る
。
個
人
と
し
て
の
学

生
が
、
政
治
的
・社
会
的
運
動
に参
加

し
、
市
民
と
し
て
の
意
見
を
裂
明
す
る

自
由
は
当
然
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
も
し
学
生
が
外
郎
の潴

勢
力
と
迷
繋
し
て
、
大
学
内
部
に政
治

的
紛
為
や
覚
派
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も

ち
こ
み
さ
ら
に
外
部
勢
力
の支
援
をも

受
け
、
時
と
し
て
は
学
生
に
ふさ
わ
し

か
ら
ぬ
党
略
的
手
段
を
用
い
て
闘翁
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
掌本
来

の秩
序
は
維
持
し
が
た
く
なり
、
ひ
い

て
は
笑
力
的
闘
争
に
よ
っ
て
大
学自
治

を
脅
か
す
事
態
さ
え
生
じ
か
ね
な
い。　

そ
れ
に
よ
って
、
学
問
の
研
究と
教
育

の場
と
し
て
の
大
学
の
機
能
が損
わ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば権
力
の
十
渉
とほ
遮

った
意
昧
で
大
学
は
、
重
大
な
事態
に

当
面
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。大

学
の
果
た
す
役
割
と
任
務
に
か
ん
が

み
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
に
、
学
生
お
よ
び
社
会
的諸
勢
力

の
指
導
者
に
お
い
て
も
大
学
自
治
の
本

旨
を
尊
重
し
、
掌
生
と
し
て
守
る
べ
き

自
律
的
な
限
界
の
設
定
に
協
力
す
る
こ

と
が
、
切
に
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は、
最近
の
学
生

間
題
と
く
に
学
生
遅
動
のそ
れ
を
大
学

自
治
の
理
怠
に
照
ら
し
て、
ど
のよ
う

に
理
解
し
ま
た
解
決
す
べ
きか
を
考
察

し
て
き
た
。
L
述
の
と
お
り、
大
学
の

内
部
に
も
外
部
に
も
、
学
生運
勤
を
訥

発
す
る
よ
う
な
譜
条
件
が
累
積し
てお

り
、
場
当
た
り
の
対
策
に
よ
っ
ては
蘇

穏
な
学
園
に
復
帰
す
る
こ
と
が困
錐
な

状
態
に
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
た
。
前

節
で
述
へた
よ
う
に
、
そ
の
抜本
的な

問
題
の
解
決
に
は
、
広
い
国
民
的な
理

解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
膏年
学
徒゚

が
明
る
い
昏
望
を
も
っ
て
学
栄
に
縣念

で
き
る
よ
う
な
社
会
的
禾
件
を
つ
く
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
粂
件
を
卒
先
し
て
、
大
学
の
内
部

に
お
い
て
つ
く
り
出
す
貞
務
は
、
第
一

一…
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二
十
七
日
行
なわ
れ
た
、
五
・二
五
制
服
警
官
学
丙侵
入
事
件
第

二
回
公
判
に
関
す
る、
裁
判
闘
争
は
、
翌
日
の
各
商
蒙紙
報
道
に
よ

る
、
事
笑
歪通
と矯
小
化
の
方
向
の
上
に
、
闘
争
それ
自
体
の
存
在

す
る
抹
消
さ
れ
よ
うと
し
て
め
る
。
今
回
、
裁
判
闘
曇委
員
会
よ
り

の
、
こ
れ
ら
の報
道
に
対
す
る
反
駁
が
提
起
さ
れ
た
の
で、
先
き
の

三
諭
文
に
合わ
せ
て
ここ
に
掲
戚
す
る
も
の
で
あ
る
。
尚後
日
裁
判

闘
争
の
論
理
それ
自
体
す
す
め
た
も
の
が
、
裁
判
闘
争
委員
会
か
ら

提
出
さ
れる
ので
、
こ
れ
も
掲
戚
す
る
予
疋
て
あ
る
。
(編
集
部
)

「裁判闘争
委 員 会

 

畢

L各 商業報道紙をただす

◎ロ

は
じ
め
に

ロ

我

、々
裁
闘
委
は
五
月
二
十
五
目
の

賦
入
へ
の制
服
警
官
侵
入
と
てれ
に
机

議
し
た
戸t双
の不
当
逮
捕
、
起
訴、
戯

判
を全
現
実
過
程
の
中
て
必
然
的過
程

と
し
て拙
え
、
そ
の
持
つ
意
陳
を
鼠も

深
く
り恥誠
し
え
た
鄙
分
と
し
て
好
在し

そ
の不
断
の検
晶
過
程
と
し
て
一連
の

公
判
闘
争
を
統
け
て
い
る
。
一月
二
十

七
目
の第
二回
公
判
に
対
し
、
我
々
は

試
験
期
で
あ
り
、同
字会
、教
食
自
冶会

執
行
鄙
"
民
青
の
裁
側
闘
争
鼠
彙と
妨

害
と
いう
困
難
な
杁
況
の
中
で
狗
白名

の学
及
と
と
も
に
、
第
二
回
公判
に人

衆
的
に
う
加
を
試
み
、
国
家
椎力
のあ

ら
ゆ
る
手
を
便
っ
た
弾
比と
世
論
を
代

弁
す
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズを
と
る
間

業
紙
(と
り
わ
け
K
紙
と
Y紙
)
の
焦

意
に
満
ち
た
血
曲
と
中
傷
に直
画
し
て

拠
る
。
こ
の
よ
.つ
な
惰
勢
の中
に
あ
っ

て
我
々
の
基
本
的
見
解と
第
二回
公
判

闘
争
報
告
を
全
駄
入
の
学
戻の
削に
明

ら
か
に
し
た
い
。

第

二

回

公

判

の

廠

義

【
=
ひ
と
つは
裁
判
以
肩
の
同
題

と
L
一
、
起
訴自
体
の
不
当
性
を
-
旗

し
た
異
議申
立
に対
す
る
検
事
側
の
』

答
の
内
窃
にあ
った
。
何
故
な
ら
ば
、

第
一回公
判
に
お
いて
以
下
の
ハ点
に

わ
た
っ
て述
へて
起
訴の
取
り
下
げ
を

要
求
し
た
が
、
検
事
は
た
だ
取
り下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
雷
い
は
った
の

み
で
あ
った
の
で
あ
る
。

①

起
訴
対
象
と
な
P
た
「五
・二
五
泉

大
事
件
」
は
制
脳
警
冒
の
西
部
構内
へ

の侵
入
が
本
質
で
あ
り
、
そ
れ
に
端
を

発
し
て
いる
。
起
訴
状
に
お
い
て
一切

そ
れ
が
不
同
に
さ
れ
て
い
る
の
は何
政

か
。②
し
か
も
起
訴
の
根
拠
と
な
る
」
]

が
蓄
し
く
各
観
性
に
欠
け
て
い
る
。即

ち
一
力の
当
事
者
で
あ
る
$
巡査
と
同

じ
枢
力
機
関
11
警
寮
に
属
す
る
省
の
此

冒口が
工
体
で
あ
り
、
そ
れ
自
身非
常
に

あ
いま
い
な
点
不
一攻
点
を
多
銭々
し

て
いる
。

③
今
回
の
起
山は
r
君
自
』
一個
人

の問
題
で
は
決
し
て
あ
り
得
ず、
広
い

紳会
的
背
景
の
契

深
く
入
り
ごま
さ

る
を
得
な
い
。
と
り
わ
け
大
学
と
「大

学
自
治
」
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り、
大

学
人
全
体
の
批
判
を
浴
び
るも
の
であ

る
。
そ
の
点
と
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。

④

検
察
当
局
は
③
を
回
匙し
よ
う
と

な
か
った
の
か
起
訂内
甘に
お
いて
箆

大
な
緊
実
誤
認
、
終
息
的な
す
り
か
え

が
あ
る
。
㌧ζれ
は
「ム
・
二
血
駅人
事

件
」
は
「人
字
の
目
宿」
に
か
かわ
る

問
題
で
あ
っ
た
のを
警
職
抵
を
此
川
し

て
「公
務
執
行妨
害
」と
いう
躯
小
九

行
為
次
兀
に
す
りか
え
て
いる
。
S
巡

査
の
あ
の
時
点
で
の行
為
は
μ
剛に
み

て
も
公
務
中
か
とう
か
す
り嬢
の
し
い

の
で
あ
る
。

⑤

し
か
るに
て
の⊥
て
な
お
も
彊
和

起
訴
に
踏
みき
った
の
は
、
各
人
字
し

お
ける
様

な々
問
題
への
宏
察
椿
力
の

直接
介入
が
顕
繁
に
惹
起
さ
れ
て
い
る

こ毒

ら
し
て
、
非
需
に
政
沿
的
な
も

の
とみ
な
せ
る
。
七
れ
は
全
國
検
事
長

会
議
で
の
馬
場
検
事
総
長
、
石井
法
相

の発
言
、
即
ち
大
学
へ
の
警
察
榴
の直

接
的
介
入
を
示
唆
、
を
み
れ
ば
うな
づ

け
る
。

⑥

検
察
側
の
有
罪
主
張
に
よ
っ
ても

た
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
有
罪
判決

は
有
力
な
判
例
と
し
て
、
警
察
鴇
の大

学
構
内
侵
入
恒
當
化
の
法
的
根
拠
とな

る
。
検
察
当
局
は
国
家
椎
力
の
大
学
自

宿
への
合
法
的
介
入
へ
の
道
を
開
く
ζ

と
を
怠
図
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

以
↓
④
5
⑤
に
よ
り
今
般
の
起
訊
は

企
く
不
当
て
あ
り
、
即
刻
取
り
下
げ
る

べき
で
あ
る
と
主
虫
し
た
。

【二】
第
二六
と
し
て
は
公
判
レ
加
へ

③

沢
地
裁
所
長
は
わ
ず
か
七
十
五枚

の傍
聴
券
し
か
発
行
せ
ず
、
事
前
に何

ら
の
通
告
す
ら
な
く
、
ま
た
第
一
回公

判
で
は
全
く
不
要
で
あ
っ
た
傍
聴
券
の

発
行
に
よ
って
傍
聴
人
を
制
限
し
よ
う

と
は
カ
った
。
本
来
、
裁
判
は
本
来
公

開
で
あ
り
、
法
廷
へ
の
入
廷
、
傍
聴
制

隈
は
不
当
で
あ
る
。
ま
た
、
制
限
の
理

由
と
し
て
楠
チ
が
足
り
な
い
と
い
う
缶

し
か
得
ら
れ
な
か
った
の
で
あ
る
。

④

地
裁
は
府
警
の
私
服
警
官
を
」ての

構
内
へ導
入
し
、
府
警
と
一体
と
ね
っ

て公
判
参
加
に
圧
力
を
加
え
て
劾
答
し

た
。Y
紙
が
こ
の
公
判
に
つ
い
て
、
実
質

的
には
大
学
目
治
を
め
く
る
公
安
事
秤

男
の
「傍
聴
券
を
も
ら
って
入
廷
し
な

お
し
て
く
れ
」
と
の
回
答
し
か
な
く
、

我

は々
再
度
、
地
裁
当
局
の
不
誠
意
と

責
任
図血
に抗
凝
し
た
の
ち
、
こ
の
よ

う
な状
態
で
は
公
判
を
受
け
る
の
は
不

可
舵
であ
る
と
判
断
し
て
延
期
し
た
。

公

判

開

催

忌
避
の
憲
味

現
わ
歳判
制
展
の
実
体
を
み
よ
つ
。

本
米仕
会
的
存
在
で
あ
る
人
聞
を
生

き
た
堀笑
過
程
か
ら
切
り
離
し
、
認
意

的
に
封加
さ
れ
た
事
災
と
も
に
個
人
を

「毯

」
とし
て
抽
出
す
る
。
そ
し
て

飼
人
(善

と
す
で
に
呼
ば
れ
て
い

る
)
の具
体
的
迷
続
的
な
「身
体
的
行

ア
リ
バ
イ証
明に
全
力
を
傾
倒
す
る
北

景
を
現夷
に生
み
だ
す
で
あ
る
。

圏月
二十
七
日
の第
二回
公
判
に
お

い
て
も
か
かる
「縦
制
」
の
が
ま
さ
に

成
立
せ
ん
とし
て
いた
。
我
々
は
「五

・二
五
泉大
事
件
」
公
判
闘
争
を
闘
う

中
で、
こ
う
い
った
「擬
制
」
の
貫
徹

な
に
対
決し
たの
で
あ
り
、
今
後
も
闘
い

続
け
るで
あろ
う
。
そ
れ
は
一個
人
へ

の
「事
件
」を
め
ぐ
る
全
状
況
の
還
元

と
黙
葱的
抽
出
に
対
決
す
る
こ
と
で
あ

る
。
即ち
「擬
制
」
を
擬
制
と
し
て
暴

く
と
こ
つの生
き
た
現
実
過
程
を
対
置

す
る
こ
とで
あ
り
、
第
一回
公
判
に
お

い
て
は起
訴
目体
の
不
当
性
を
先
に
述

べ
た
内
杏
で
主
吸し
、
第
二回
公
制
に

闘
争
の
本
質
を
す
り
か
え

i

故
意
に
無
視
し
た
不
当
弾
圧
事
実

の不
当
押
b
に
対
す
る
拭
々
の炉
蟻
に

ト

対
す
る
地
幾

局
の
釈明
質
求
にあ
っ

た
。
以
下
は
商
煮紙
が
故
意
に
ネク
レ

ノ
ト
し
た
当
日
に
お
ける
歪

弾
し
の

実
芯
で
あ
る。

Φ
'府
公
萎々
員
会
お
よ
び
府
警
は
凸

細
な
畑
出
で
も
っ
て地
戴
ま
で
の参
加

テ
七
年
副
可
ぜ
ず、
日
米合
同
婁
抗
議

闘
争
で
公
女束
例
を
薩
用
し
て
ヂ
モ
コ

ー
ス
を
笈
史し
た
よ
う
に
、
寺
町
丸
本

町
で
解
散を
命
し
、
旗
動
隊
で
も
コ
て

弾
L
し、
デモ
規
制
を
行
な
2た
。

り
府
癒は
私
撒
瞥
冒
に
よる
デ
モ
う

加
者
の
名前
のピ
ック
ア
,、プ
と
写
艮

帆、影
と
い
った
公
判
鋳
聴
謬
加
霞
へ
の

悪辣
な
庇
力
を
か
け
た
。

で
あ
る
と
報
遵
し
た
よ
う
に
、
以
⊥
の

四
点
に
わ
た
る
弾
比
は
全
く
憲
図
用
で

あ
り
、
見
の
が
せ
ね
い
も
の
を
含
ん
て

い
る
。
我
々
は
字
友
と
と
も
に
(二
)

の
①
⑭
ゆ
に
つ
い
て
地
裁
当
局
に-悦
顔

し
た
が
、
彼
ら
は
傍
聴
制
限
と
搬
動
臨

待
機
豊
晶
で
も
っ
て
答
え
て
き
た。
ヒ

こ
で
我
々
は
入
廷
し
、
(
一)
に
ソ
い

て
の
裁
判
冨
の
釈
明
と
(二
)
に
っ
い

て
の
検
蟻
の
圓
答
を
得
る
へ
'＼
公
判

の
即
時
開
催
を
喪
よ
し
た
。し
か
し
裾

・ー2は何
ら
な
す
す
へ
を
しら
ず
づ
ハ
κ

ごへ
検
嚇
と
始
賓

、盆
硬士
虐
週し

て
嵐
任
を
回
血
し
よ
つ
とし
、
機
動
陸

入
の
時
機
を
見
副
り
っ
て
い
た。
当
同

か
りは
別
事
目
馬
δ
冨
水
記
日
kな
,Q

為
」
を
あ
る
「法
体
系
」
あ
る
い
は

「法
縫用
冶」
の世
界
に
押
し
こ
め

る
。
こ
の上
で
「神
聖
な
る
世
界
」

(
「法
秩
序
」
と
し
て
現
笑
に
反
撃
し

て
くる
。
)
で
お
ご
そ
か
に
刊
決
が
下

さ
れる
。
こ
こ
に
一っ
の
現
代
の
神
晶

の
　妬
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

°思
想
剛動
機
を
間
わ
な
い
蕃
押
は
蝿

見
思
想
』
未の
自
由
を
守
る
か
に
見
え

る
が
「行
為
」
に
お
い
て
表
出
され
る

こ
と
のな
い
思
想
悩
莱
は
あ
り
えな
い

こ
と
を
考
え
る
と
苛
酷
な
牛
殺
し
の
鳳

搾
が
響
Gに
は
あ
る
。
現
状
変
吏
を
目

的
と
す
る
象
団
、
組
繊
が
変
革
者
に
対

し
、
「擁
元
」
「は
ね
あ
が
り
」
と
制

口
し
て
、
"
ら
が
江
の
梯
内
に
お
け
る

お
い
て検
事
と
対
決
せ
ん
と
し
た
。
七

れ
は
我
々
によ
って
被
告
の
共
同
砒
11

公
判
へ
の
⊥体
的
参
加
と
し
て
冶
bれ

た
。誤
解
を
ま
ね
く
懸
念
が
あ
る
が
、

か
ん
たん
に
口え
ば
、
F
君
が
裁
か
れ

る
のな
ら
、
あ
の
時
西
都
梅
内
で
つ
が

さ
に
「事
件
」
を
見
、
驚
B
侵
人
に
鋭

く軌
滅し
た
君
た
ち
も
や
は
り
裁
か
れ

る
の
であ
り
、
㌔こ
に
た
ま
た
ま
い
な

か
2た
君
た
ち
は
そ
の
行
為
を
導
い
た

思
想絹
に
一改
し
て
い
る
の
た
か
ら
や

はり
君
た
ち
も裁
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
、と
いう
こと
た
。

判 第

の 二

回教

訓 公

国
家
椎
力
の維
持
ー1
擬
制
の
維
持
を

は
か
ろ
う
とし
て支
配
段
階
は
(こ
の

場
合
裁
判
所
と
いう
名
で
も
って
表
出

さ
れ
る
)
公判
傍
聴
制
限
、
府
警
の
私

服
警
冨
の
地裁
構
内
への
導
入
を
は
か

り
、
し
か
も
¥前
に
府
警
に
対
し
機
動

隊
の
出
動
を妾
請
す
る
(朝
旦

京
都

新
聞
)
と
いう
直
接
に
自
ら
の
手
を
朽

さ
ず
に
暴
力的
に登
場
し
た
。
し
か
も

表
画
上
は
「名
誉
な
る
京
大
生
の
皆
さ

ん
」
と
「紳
士
」
然
と
ふ
る
ま
こ
こ
に

お
い
て
最
も注
意す
べき
こ
と
は
裁
判

所
の
こ
の
よう
な
対
応に
歩
調
を
合
わ

せ
て
、
警
察も
検
票当
局
も
勤
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。す
な
わ
ち
府
警
お

よ
ひ
公
玄
委
員会
は
公
判
参
加
を
あ
ら

ゆ
る
形
で
も
っ
て劾
筈
し
、
お
と
し
を

か
け
て
さ
た
。
そ
し
て私
服
の
導
入
、

御
所
困
へ
機
勤
豚
を待
機
さ
せ
る
な
と

事
前
に
地
裁
当
局
と緊
密
な
連
絡
を
と

って
い
た
こ
と
は
わ
れわ
れ
の
前
に
明

肖
に
小さ
れ
た
。
また
検
察
側
は
「警

察
力
を
動
員
し
て
も違
法
状
態
を
排
除

せ
よ
、
建
造
物侵
入罪
とし
て
捜
査
を

開
始
す
る
」
と
同
一歩調
を
取
り
、
三

者
一体
と
な
っ
て
国玄
櫓
力
の
暴
刀仕

を
む
さ
だ
し
に裁
判
闘
争
に
弾
圧
政
撃

を
か
け
て
き
て
いる
こ
と
で
あ
る
。
て

れ
か
ら
も
つ
一点裾
過
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
夙
大当
局
11
学
生
部
、
総

長
が
肘
箸
と
は定
期
的
に
接
触
し
、
検

、繋側
に
も
佃
報
を流
し
て
いる
し
、
(

例
え
は
、
こ
の間
の裁
判
闘
争
は
「此

人
に
ヒ
カ
を
加え
て
いる
」
と
地
検
に
・

速
絡
し
た
。
)
二十
八
日
の
総
畏
発
口

(賦都
新
聞
)
に
よれ
ば
検
祭
側
の
邪

晒
調
食
に
ト
応
し
て、
自
ら
字
生
部
を

通
し
て
、
あ
る
い
は
団交
と
い
う
ん
式

'」週
し
て
事
粥凋
査
に率
り
出
し
て
い

りこ
と
て
あ
る
。

闘 今
委 後
の
方 の
針 裁

 

今
ま
で
述
へた
よ
う
に
生
き
た現
実

過
程
"
文
配
、
被
文
配
関
係
の実
相
が

法
延
に
持
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
はこ
の
公

判
の
も
つ
本
来
的
な
意
味
か
らし
て
ホ

日
辿
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る。
し
か

も
五
二
血
事
件
を
め
ぐ
る
状
況当
時
の

本
質
的
内
奇
を
湾
現
し
、
ま
たし
て
も

国
家
権
力
は
赤
裸
々
な
暴
力
的形
態
で

あ
ら
わ
れ
、
二
璽
の
意
味
で
生き
た
現

突
過
程
が
法
処
内
へ
持
ち
こ
まれ
た
の

て
あ
る
。

法
妊
と
は
様
々
な
生
の
ま
まの
関
係

が
複
離
に
錯
総
し
た
現
実
過程
か
ら
熱

患
的
操
伯
に
よ
・.て
「部
分
」を
抽
出

し
、
「全
体
」
を
捨
象
しよ
うと
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
「神
聖
な
儀

式
」
が
と
り
行
な
わ
れ
る
。
裁
判
』は

巾
民
社
会
の
俗
人
と
は
無
関
係な
人
を

表
って
、
黒
い
」i
ト
を
鳶
、検
囁
は

武
表
し
た
人
闘
の
狩
殊
な
部
隊
の
}員

と
し
て
役
割
を
や
のる
か
の
よう
に、

一市
民
と
し
て
飯
蜘
お
う
と
し
て背
μ

を
盛
て
登
場
す
る
舞
台
な
の
で
あり
、

神
即
な
奈
蚤
劇
が
声
行
す
る
と
こ.り
℃

あ
る
。
検
事
が
脳
色
し
、
判
事
が
強出

し
、
蔭
]が
L
み
公
と
し
て
螢
場つ
る

茶
蚤
劇
に
⊥
・二
五
畢
件
を
杁
況
の中

で
ト
ー
ク
ル
に
再
び
把
え
か
え
し
つ
つ

公
判
に
参
加
し
た
わ
れ
わ
れ
が
口
々
に

工
人
公
は
一人
で
は
な
い
と
⊥
張し
、

脚
色
"ムや
演
出
家
が
暴
力
飼
に劇
を
押

し
赴
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
兼番
劇
の

循
台
盛
置
は
い
わ
ば
う
す
,
べ
りな
へ

ご
ヅ枚
で
し
か
な
い
こ
と
が
曇
揺さ
れ

押
ノ
の
」
卓
着
で
あ
る
裁
判
目
は彼
ら

の
舞
耐を
失
な
い
、
わ
れ
わ
れ
の
削
に

耳
を
現
わ
諺
こ
と
は
て
き
な
か
っ
た
。

外
9た
現
民
過
潤
が
持
ち
こ
ま
れ
た
認

廷
に
出
廷
す
る
こ
と
は
不
肖
能
で
あ
っ

た
。

ノ、

ー、

、ー

、'

以
上
が
二
十
八
日
朝
刊
各
紙
に
よ
る

「
尿大
生
乱
入
、
抗
議
集
会
に
よ
っ
て

公
判
流
れ
る
」
の
曳
相
で
あ
り
、
輿
因

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
「事
実
」
し
か

も
}面
的
で
あ
り
恣
憲
的
な
選
択
の結

巣
で
あ
る
「蚤
実
」
と
「曳
欠
」
を
と

り
ち
が
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
磁
認
し
て
こ
の
稿
を
お
わ
り
た
い
。

裁
闘
委
と
し
て
民
醇
と
一部
右翼
の

尻
馬
に
乗
って
い
る
悪
意
に
満
ち
たブ

ル
ジ
コ
ア
・キ
左
ン
ペ
ー
ン
を
前
に急

纂
を
と
った
が
、
現
召
亭
内
て
論争
を

起
し
て
い
る
民
甫
語
君
御
愛
用
の
い
わ

ゆ
る
「挑
発
の
論
押
」
に
対
す
る
批
判

と
同
宇
会
を
通
し
て
の
田
父
す
ら
け
っ

た
総
長
に
刈
す
る
公
開
質
問
状
を
早急

に
出
し
た
い
と
ザ.え
て
い
る
。

(戴
判
闘
争
委
員
会
・文
賃
工)

大

選
挙
運
動
で

東

勧
告
掲
示
が

軸月
二十
九
日
の
衆
院
選
挙
を
お
え

た
わ
け
た
が
、
東
汰
嗣
場
て
は
約
上干

人
の
争生
角
狛
省
が
あ
る
た
め
、衆
院

選
挙
運
勤
が
循
発
化
、
教
躍
字
蹄
で

は
、
!」と
し
の
魍
挙
遡
動
に
対
し、
違

蔽
な
付為
が
多
叔
見
受
け
b
れ
る
と
し

て
、
自
粛
を
勧
笛
℃
る
掲
小を構
内
に

貼
り
出
し
た
。
こ
の
胃
例
な
掲
小に、

駒
場
の
場
生
に
も
さ
ま
ご
ま
な
反
響
を

よ
び
お
こ
し
た
が
、
解
決
の
力
向
が
吐

目
さ
れ
て
いる
。

㌦
部
で
は
、
嗣
場
は
、
何
か
に
つ
け

て
外
部
か
・ー2騙
視
さ
れ
て
お
り
、
外
部

一か
ら
の
十
沙
を
受
け
る
こ
と
な
ノ＼
大

宇
の
自

-
ー
耗
を
る
た
酌
に
と
つて
い
,

て
いる
が
、
目
璽
、
」は
、
掲
小の
撤

退
を
*
め
た
。

次
的
に
は
大
掌
で
、
研
究
と
教
育
の
仕

事
を
但
う
学
長
は
じ
め
全
教
官
に
あ

る
。
事
柄
は
何
に
も
ま
し
て
大
者

治

の問
題
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

のよ
う
な
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、

各
大
学
の
教
宮
が
、
外
部
か
ら
の
諮
勢

力
に
対
し
毅
然
と
し
て
学
問
の
自
由
を

守
る
姿
勢
を
堅
持
す
る
と
同
時
に
、
学

生
に対
し
て
も
学
問
へ
の
情
熱
と
大
掌

の規
復
を
玉
ん
ず
べ
き
こ
と
を
身
を
も

っ
て
・小す
こ
と
が
、
不
可
欠
な
前提
と

な
ろう
。岡
時
に
ま
た
、
教
冒
と
学
生

の
相
互偽
頼
に巫
つく
大
掌
の
秩
序
を

確
立
す
る
ため
に
、
不
断
に
糟
神
的
な

交
流
を
つく
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
に
特
有を
伝
統
と
個
性
あ
る
掌
問
的

雰
囲
気を
脅
成
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
、な
お、
こ
う
し
た
各
自
の
心
構
え
に

加
えて
、
個

の々
教
富
お
よ
び
職
員
が

全体
と
し
て
の
大
年
の
塑
本
方
針
お
よ

び正
規
の
機
関
の
決
定
の
実
現
に
協
力

す
る
と
い
う
陳
則
も
、
こ
こ
で
再
確
認

し
て
お
く
へき
で
あ
つう
。
す
な
わ
ち

学
生
間
題
に
対
す
る
大
学
の
方
針
や
処

理
の
仕
力
に
つ
い
て
も
、
一定
の
民
工

的
十続
き
を
ふ
ん
で
、
教
冨
の
自
鑓
な
,

意
見
の
交
換
と
。-議
に
皇
つい
て
決
定

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な

いが
、
こ
の
決
冠
の
爽
現
に
つ
い
ては

教
冨全
員
は
も
と
よ
り
職
貝
全
員
～

掴
人
の
立
場
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

ー

も
劉
撃
に
協
力
し
あ
う
態
度が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
ζ
て
と
り
わ
け

強
鵡
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

一

次
に
、
上
の
基
本
力
向
と
関
連
し
て

各
人
学
の
協
力
の
仕
力
に
つ
い
て
、
と

く
に記
し
て
お
き
た
い
。
上に
述
べ
て

き
た
困
難
な
問
題
は
、
て
の
性
質
上
、

個

の々
大
学
の
努
力
た
け
で
は
解
決
し

が
た
い面
を
も
って
い
る
。
自
治
の
原

則
か
ら
い
え
ぱ
、
そ
れ
'てれ
の
大
学
が

自
観
的
に
秩
序
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
が

望
まし
い
こ
と
は
、
卜
述
し
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
こ
の
尿
則
は
h
す
べ
て
の

尺
字
か
同
し
究
極
の
目
陶
を
め
ざ
し
て

蚊
通
の
場
に
お
い
て
協
力
し
あ
う
こ
と

と何
ら
.〃胎
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
.り、
種
々
の
体
験
や
息
見
を
凱
い
に

とり
か
わ
し
、
字
間
の
自
由
と
大
学
の

自
治を
全
体
と
し
て
渦
め
て
ゆ
く
こ
と

こ
て、
大
㌻
に
ふ
さ
わ
し
い
協
力
の
あ

り
カ
と
いえ
よ
う
。
学
彗
問
題
に
関
し

て
は、
とり
の
け
こ
と
か
52の
皇
要
性

に
か
ん
が
み、
この
こ
と
か
肪
に
強
調

され
な
けれ
はな
㌦な
い。

無 条件 で 信頼 出来 る生 涯の 友
ドイツ製 高 級万 年筆

MO回 †BL▲図`一
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生
ム
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混迷 と不安の現代をどう

きが
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●出口旧出麿著●感動のべズ トセラ葺● 定価326円

●平沢 興氏評 ・前京大総長〉

ご∂)本は㌃入悶を考えさせじ人悶に深さと

静けさをあたえる6,・,.

●堀江保蔵氏評 く京大教授丹.ド

現代人の生活⑳指針とレズ量本嵜の価櫨と

意義を高・く.評価する。
●永井 博氏評 凍京教大助教撫

全身を一・陣の清風が吹き抜ける心地,近 頃
,覧れほど感銘した,辱物はない。
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●朝日新聞評

人間について人生についヤ、'体験に根
ざした説得力ある文章が並んでいる。

フランスのモラリストを思わせるとこ

ろもある。

●京都新聞評

この本の特徴は、他人に教えるのでな

く自分自身がこう考えた、こう苦 しん
だというところが、読む人に抵抗を感

じさせダ、気持ちがいい、内容は思想

も表現も新鮮だ●

'馬
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新しい芸術の誕生

這
型
上
の諮
効

竣

す
な
わ
ち
純

粋
性
とか
整
一性

と
か
洩器
仕と
か

い
った
も
のは
、

そ
れぞ
れ
の
足
許

に
土磁
り
し
た
自

然
を
踏ま
え
て
立

っ
て
いる
.

想
え
ぱ
何
も
か
も
虚し
い
ζと
で
あ

る
が
、
虹
の
橋
は
懸
け
ら
れ
て
いる
.

畢
節
は
ざ
わ
め
き
、
群衆
は死
にむ
か

うて
跳
り
か
か
る
-科
学
は実
在
す
る

も
の
を
解
体
し
ま
た
組み
立
てる
.
世

界
は
私
た
ち
の
理
解
よ
り
と
ζし
え
に

遠
ざ
か
る
。
私
た
ち
の
浮動
す
る
彫
象

は
七
の
無
意
識
状
態
を
反
覆
し
ま
た蘇

ら
し
め
る
。
ひ
と
び
と
に
よ
っ
て搬
ば

れ
き
た
る
色
彩
と
査
り
と
書
き
と
は私

た
ち
を
愕
か
せ
、
や
が
て
」
馬、か
ら
絵

を
没し
去
る
.

ムギ
ュビ
ス
ム
の
幽
家
た
ち
〉

ぎ
ヨー
ム
・ア
ポ
リ
不
ー
ル

〃
エ
コ
ー
ル

・
ド

・
パ
リ
ガ

か
ら

"
エ
コ
ー
ル
・
ド

.
ニ

ュ
ー
ヨ
㌔
ク
4

へ
の
移
行
、
つ
ま
り
現
代
癸
術
界
に
お

け
る

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
派
」
の
胎
頭
は

タ
メ
リ
カ
の
槻
光
害
が世
界
中
致
る
と

こ
ろ
で
頂
戴
す
る
尊
各
〃俗物
の
新
成

金
謬
に
象
徴
さ
れ
る
ア
メリ
カ
の七
の

〈
俗
物
糟
神
〉
の勝
利な
の
だ
と
東
野

芳
明
氏
は
説
く
・
昨年
末
十
二月
十
四

日
、
山
一ホ
ー
ル
に彼
を
呼
ん
で
喋
ら

せ
た
夜
だ
。

そ
し
て
同
日
硬更
け、
わ
た
し
は
氏

と
、
氏
の
フ
ァ
ン
らし
き
街
妙
な
囹
家

と
酒
を
酌
み
交
わ
す
仕儀
と
相
成
る
.

彼
の
名
は
Y
。
コ
ン
チ
不
ン
タル
のス

ー
ツ
に
身
を
包
み
、
自
身
の
P
・
Rパ

ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
を
ギ
ソ
シリ
と
誌

め
込
ん
だ
ア
タ
ッ
シ
昌
・ケ
ー
スを
下

げ
、
コ
ロ
ナ
・ハ
ー
ド
ト
ップ
を
乗り

回
す
御
仁
だ
.
見
事
な
ま
で
の、
俗
物

野
郎
と
で
も
い
う
べ
き
か
。

わ
れ
わ
れ
が
遺
雄
と
し
て
受
け
継
い

だ
こ
の
灰
色
に
溜
汚
れ
た
陰
気
で
醜
悪

な
世
界
は
、
今
や
芸
術
家
た
ち
の
生
気

溢
れ
る
色
彩
と
、
単
に
暖
炉
の
上
飾
り

だ
け
で
は
な
く
て
建
染
形
態
そ
の
も

の、
す
な
わ
ち
都
市
的
な
規
模
に
お
け

る
新
し
い
形
態
と
を
必
要
と
し
て
い

る。
芸
術
黛
は
こ
の
業
晴
し
い
社
会
生

成
に
血茄
す
る
か
、
あ
る
い
は
囲
架
の

タブ
ロー
(と
い
う
甘
葉
自
体
会
日
で
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は
狼
魁
社紹

そ
の意
図
を
明
か

る
騒
シ
リ
ウ

ス
が
東
天
に

ジ
プ
蓋
も々
現
代
に

準
鮎系
の起
点
を
こ
の
「狼

緊
」
(シ
リ
ウ
ス)
に
求
め
る
.
そ
れ
は
単

に
既
成
文
学
迫
求
に停
ま
ら
ず
古
き
価
標
の

破
壊
と
新
た
な
る
価値
の創
造
で
あ
る
.
」

し
か
し
な
がら
全般
的
に
は
、
究
極
の
と

こ
ろ
体
制内
的
安
易
のみ
が
模
紫
の
対
象
で

あ
る
よ
う
な、
或
いは
自
己
疎
外
か
ら
の
解

放
を
求
める
自
意
餓
の
嫡
悶
を
マ
ス
タ
ーベ

サ
シ
厨ン
で
解
消
す
る
こ
と
を
操
り
返
す
文

学
愛
好脅
年
の集
団
で
あ
る
と
い
う
感
は
免

消
化
不
足で
は
あ
る
が
、
劃
両
岩
と
し
ては

茜
礫
内容
共
に
一応
学
生
同
人
誌
の水
準
だ

と
雷
え
る
.
四
月
発
行
予
足
の
二号
で
の同

人
の成
長
を
期
待
し
た
い
.

同
人
雑
誌
の
作
品
を
と
りあ
げ
る
た
め
に

慕
準
な
ど
は
な
い
。
作
品
を
生
呼出
す
立
場

と
そ
れ
を
と
り
あ
げ
る
立
鳩と
に常
にあ
る

一定
の
距
畦
と
も
誉
う
べき
徴
妙
な
視
差
が

あ
る
よ
う
な
気
が
ず
る
.
い
ず
れ
にし
ろ
作

品
を
取
り
あ
げ
る
立
場
から
いえ
ぱ
全
て
に

わ
た
って
と
欲
す
る
の
であ
る
が
、
余
儀
な

き
紹
果
に
終
る
こ
と
が
多
い。
し
か
し
せ
め

て
作
晶
名
と
作
者名
だ
け
は
載
せ
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
同
人
の文
学
営
為
を
通
じ
て
の

勢
力
に
対
k

それ
を
記
繰
す
る
こ
と
で
敬

意
を
払
い
た
い
から
であ
る
.

消
滅
と
いう
形
で
「広
って
い
く
二
即
」
の

分
裂
の聞
に
身
を
積
た
え
て
い
る
作
者
の
自

意
幽
の
危機
.てし
て
、
そ
れ
が
埋
念
と
纏
情

の
リ
ァク
タ
ン
ス
に
斜
映
さ
れ
な
が
ら
未解

決
の
まま
放
置
さ
れ
て
い
る
.
そ
れ
以
上
を

環
む
のは
無
理
滋
の
かも
知
れ
な
い
.
現在

の
反体
調
渥
動
に
か
か
わ
る
確
年
の
内
的危

機
の姿
が
浮
影
さ
れ
て
い
て
輿
味
を
覚
え
る

青
響
の
課題
に
関
し
て
の
作
品
に
、
青
春

を
湖
と
の棚
遁
に
象
微
さ
せ
た
「た
だ
着
き

日
を惜
し
め
」
(渡
辺
謙
)
と
爵
春
を
妥
協

に
流し
て趣
く
ま
ま
に
書
い
て
み
た
と
いう

感
じ
の
「心
の
ふ
る
さ
と
」
(稔
穂
田
一

実
)
が
あ
る
.
い
ず
れ
も
ナ
ー
マ
追
求
が甘

く
,朱
だ
し
'
の
感
が
強
い
。

「
一
つの
日
記
」
(相
生
弩
乎
)は
女
祉

特
有
の掻
御
性
は
認
め
縄
る
が
、
対象
へ
の

感
寛
の
昇
無

写
し
て
、

履
す
る
の

の
町
へ
」

燃
焼
と
思

手
法
で
搬

に
詩
の
生

作
品
に
「赤
毛
の犬
」
(金
子
英
雄
)
「詩

」
二
編
(史
子
)
「秋
から
のス
ケ
ソチ
」

(わ
か
さ
が
し
ん
)
「小
品
三髄
」
(金
テ

英
雄
)
「地
獄
の
風景
」
(伴
寛
介
)
「回

転
木
馬
」
(伴
冤
介
)簿
。
(B
5
版
)

(趣
絡
乳
・尽
人熊
野
蜜
b
三〇
九
渥
辺(溝

)
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ξ
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は
滑
槽
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
)
を
描
き
続
け
て何
人
か
の
憶
万
長

者
の
出
人
職
人
と
な
る
か
の
いず
れ
か

の
遵
を
選
び
取
らな
け
れは
な
らな
い

の
で
あ
る
.〈
新
し
い
芸術
の
磁生
〉

決
し
て
・ζれ
ほ
ど
新
し
い
も
の
で
は
な

く
て
ド
イ
ツ
渓現
主
譜
を
受
け
継
い
だ

だ
け
の
も
の
で
、
てれ
は
ち
ょ
う
ど薪

し
い
「
辱美
主
鵜
(メ
ー
ヴ
ォ
ー
・レ

ノ
リ
ス
ム
)
】が
メ
ダ
の
硬
濟
で
あ
る

のと
月
し
だ
と
口う
首
も
あ
る
で
あ
つ

う
。
あ
る
い
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
私
は
、
原
埋
の
中
に
凝
固
し
て

し
ま
った
抽
蝦主
凶
の
爪勤
性
よ
り
も

この
よ
う
な
復
帰
ー

も
し
そ
れが
復

帰
で
あ
る
な
ら
ー

の
方
を
妊
む
。

ー

フ

ゴ

ン

と
解
碗
す
る
こ
の
一文
は、
ジ
ゴ
ン

の
削
習
「抽
象
芸
術
の
回険
」
に
お
け

る
畿
の
抽
象
芸
術
家
擁
艘
の
又
場
か

ら
、
七
れ
以
後
六
年
を
経
て
出版
さ
れ

た
本
誓
に
お
け
る
今
日
の新
し
い具
象

的
動
向
を
強
醐
す
る彼
の姿
勢
の変
鋭

の
自
己
弁
覆
で
あ
る
と
翫ん
で
容
し陣

り
は
な
か
う
つ
。

幾
何
学
抽
象
か
ら
タ
シ
ス
ム
へ.
そ

ら

し
て
ン
ン
フ
ォ
ルメ
ル
から
γ
ク
ソ
翼

ン
・ペ
イ
ン
ナ
ィ
ン
グ
。
思
つぐ
聞
も

お
のお
のの
火
花
が
か
り
に
分
割
さ
れ

う
る
も
ので
あ
った
と
し
て
も
、
そ
れ

ら
を
単
独
の
舶
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ

る
.さ
いこ
に
熊
慣
が
も
っ
て
い
る
丑
福

の良
笑
性
に
は
、
何
看
も
建

す
る
こ

と
ので
さぬ
光
り
が
存
す
る
.

お
も
て
の
裏
も
ま
た
お
も
て

ミ
ソ
シ

ェ
ル
・
ン
コ

ン

さ
て
い
よ
い
占
フ
ゴ
ン
の
登
場
と相

成
る
が
、
実
は
わ
た
し
は
こ
の
一文
を

モノ
せ
ん
が
た
め
不
沓
を
+
にし
た
同

じ
日
の
午
後
、
ア
ポ
リ
不
ー
ル
の
「キ

ュビ
ス
ム
の
團
家
た
ち
」
と
いう
書を

偶
然
に
手
に
入
れ
た
の
だ
.
従
っ
て
わ

たし
は
こ
の
二冊
の
書
物
を
同
時
に読

み
麓む
破
目
と
な
り
、
こ
の
文
軍
も
ま

た
画岱
の
読
後
感
の
断
片
か
ら
な
る
当

節
流
行の
コラ
ー
ジ
ュ
風
、
寄
せ
躯
め

継
ぎ木
細
工
と
な
って
し
ま
っ
た
の

だ
.願
わ
く
ば
曲
兄
よ
、
ハ
ソ
畠
ン
グ

的
な
セ
ン
ス
電
も
って
こ
の
駄
文
を
劇

み
遣
ま
れ
ん
こ
と
を
1

人
によ
って
は
こ
の
「新
員
螢
」
は

俗
物
野
郎
の
典
型

な
く
新
員
象
の
覚
場
と
、
こ
とほ
ど
さ

よ
う
に
め
ま
ぐ
る
しく
変貌
し
つ
つ
あ

る
現
代
絵
画
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、フ

ラ
ン
菱

術
騨
諭
家
還
盟
の
会
長
の職

に
あ
る
フゴ
ン
氏
も
た
だ
も
う
あれ
よ

あ
れ
よ
と
ば
か
り
の
毎
日
で
あ
ろ
う
と

寮
す
る
。

熱
情
は
絵
囹
の
象
徴
で
あ
る
.
二
つ

の造
型
上
の
鰭
効
力
も
光
輝
を
放
っ
て

燃
えあ
が
る
.

熱
情
が
さ
さ
え
る
純
粋
性
は
、
未
知

のも
の
に眼
を
つ
ぶ
る
よ
う
な
こ
と
は

せ
ず、
却
って
一且
射
当
て
た
も
の
は

す
べ
て
お
のれ
の内
部
で
冷
臨
に
変
凡

し
て
し
まう
.

熱
情
がも
つ麗
侑
剛な
整
一列
は
、

学

短

ー

大

学

館

設

立

法

宙

に

舞

う

昨
年
十
月
二十
七
日
に
厚
生
補
導
委

鼠会
の学
生
会
館
設
立
く
婆
貝
会
は

「学
生会
館
を
い
か
に
作
る
か
」
に
つ

い
て
の答
申
案
を
、
学
生
会
館
般
立
委

員会
(学
生
側
)
が
認
め
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず、
総
畏
に
答
串
を
し

た
。
箸申
と
同
時
に
、
小
委
員
会
は
解

紋
さ
れ、
答
申
案
にそ
った
法
政
大
学

学
生
会
館
設立
委
員
会
(教
授
会
。関

係部
局
で構
成
)
が
殴
置
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
が、
設
置
さ
れ
て
いず
、
学
館

に
関
し
て
の災
質
討
凝
を
行
な
う
大
学

側
の
翼任
主
体
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な

い
ま
ま
にな
っ
て
いる
。
(法
大
新
聞

}月
二十
五
日弩
か
ら
)

大

公

安

官

が

鰐

学

内

侵

入

応援
団員
曇
力
が
件
を
利
用
し
て
、

公
女
調
董宮
が、
学
内に
侵
入
す
る
と

い
つ
事
件
が
超
っ
た。

公
安
調
査宮
掌
内侵
入
事
件
は
、
昨

年
+
一月
二
+
一
日午
後
一時
半
ご
ろ

三
野
応援
団
長
のと
ころ
に
、
関
巖
公

安
調
強
第
二
巡第
三課
法
事
務
圏
、
公

安
調
査
宮
樋
U欣
史
が
お
と
ず
れ
、
名

刺
を
わ
たし
、
大
学
付
近
の
喫
茶
届
に

同
行
し、
自
治
会
に
っい
て
の
こ
と
な

ど
を
た
ずね
たと
いう
。

こ
の名
刺
が
掌
坐
誤
に
わ
た
り
、
十

二
月
縫
済
掌部
教
授
会
で
侵
人
閲
題
が

と
り
上げ
ら
れ
、
声
明
を
発
表
し
た
。

字
生
謝は
、
同
教
撹
会
な
と
か
ら
の
逓

求
も
あ
り、
関
贈
公
女調
査
周
を
調
べ

た
績
果、
同
局
は
槻
]
が
侵
入
し
た
ζ

信

と
認
め
餐

(巣
庫
大新
聞
一月
一一十
四
H
月
か

ら
)大

オ

リ

委

慶

が

発

足

オ
リ
エ
ンテ
ー
シ
ョン
笑
行
憂
員
会

の
準
備
会
の
第
一回
会
合
が
脚日
、
十

四
日
午
後
二時
か
ら
日
吉
法
学
会
ル
ー

ム
で
開
かれ
、
舞

萎
員
会
正
副
委
員

長
、
掌
研
連、
日
吉
各
学
会
か
ら
代
表

が
出
席
し
た
.

前
年
度オ
リ
エン
一会員
会
か
ら
報
旬

お
よ
び
総
括
が行
な
わ
れ
た
礎
文
輿

掌
研
巡
、
各
学会
から
プー
マを
中
心

と
し
て
オ
リ
エ
ン対
策
の
鞭
告
が
行
な

わ
れ
た
。今
回
は
、テ
ー
マ
のイ
メ
ージ

を
討
論
す
る
に
と
ど
ま
った
が、
今
後

チ
ー
マを
決
疋
し
、
そ
れ
に
そく
し
た

計
画
を
薩
め
る
予
足
で
あ
る
と
り
つ
。

(三
田
新
聞
一月
十
八
日
轡
か
ら
V

大

就
職
に
ス
ト

明

の
影
響
な
し

駿
尉
白
校
臼
ス
ト
突
入
に
よ
り、
明

大
の
就
職
棊
務
は
昨
年
十
二
月
一日
以

来
停
止
し
た
ま
ま
だ
っ
た
が
、
こ
の
ほ

ど
一部
事
務
再
開
に
とも
な
い、
就
職

製
務
が
社
な
わ
れ
て
い
る
.

就
職
課
の
調
べ
に
よ
る
と
、十
月
現

在
就
職
末足
者は
約
五
白
人
。
これ
に

対
し
て
求
人
は
十
二
月
に
約
白
血十
祉

一月
約
h
十
社
(十
八
日現
在
)
あ
リ

ス
ト
の
影
響
は少
な
いも
よ
う
であ

る
.
就
職
課
の話
では
、
ス
ト
の影
響

は
な
く、
既
職
木
定者
も
卒
鎚
ま
で
に

は
百
%
決
疋
の
見通
し
と
いう
。

(明
樹大
学
新
聞
一月
二
十
六
日
か
ら
)

　　 き

レ」・松辰 男;嗣

 

ー

ア
ボ
リ
ネ
ー
ル

東
野
氏
の
講
演
会
の
終
了
後
、
わ
た

し
の手
兀に
二白
枚
近
く
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
桟
った
.
そ
の
中
に
若
い
圃
家
の

〃評諭
家
で
は
な
く
解
説
家
で
あ
る
こ

と
を
孟
明し
ま
し
た
ネ
4
と
い
う
皮
肉

タ
ソプ
"
の
一文
が
あ
っ
た
。
あ
あ
俗

物
バン
ザ
イ
ー
こ
れ
は
、
わ
た
し
を
全

く
喜
ばせ
るレ
ト
リ
ック
だ
.
何
故
な

ら
ば
、現
代
芸
術
は
蟹
翫家
の
存
在
は

ま
だ
しも
詐
容
し
得
る
と
し
て
も
、
評

論
家
な
ん
ぞ
と称
す
る
盟
と
は
全
く
絶

縁
し
た位
盤
に
ζそ
初
め
て
存
在
し
得

る
と
わ
た
し
は
信じ
て
いる
か
ら
な
の

だ
.
そ
の
意
味
で
M
・ラ
ゴ
ン
氏
は
見

事
な
解
説
蟹
で
あ
り、
本
書
は
ま
さ
し

'塾

な
蟹
賜膚
で
あ
る
.

繕
ぴ
に
、
ラ
ゴ
ン
氏
は
俗
物野
郎
の

典
型
と
も
称
す
べ
き
一文
を
添
え
る。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
こ
か

カル
ナ
ェ
・
フタ
ン
(学
牛
街
)
の
片

隅
の女
申
部
屋
で
、
画
商
や
批
距
家
に

見
にき
て
く
れ
と
珀
を
下
げ
る
に
は
あ

まり
に自
尊
心が
彊
く

し
か
も
たし

か
に
素購
し
い未
来
を
与
え
ら
れ
て
自

分
でも
そ
れ
を
知
って
い
る
内
蝋
で
縛

り
働
い着
者
が
、
膳
に
も
知
ら
れ
ず
制

作
に
励
ん
で
いな
いと
は
決
し
て
谷
い

切
れ
な
い
の
であ
る
.
ー

フゴ
ン

乱
と不
女
と
鵜
体
へ
の
南
遮齢、

新し
い
証
自、
新
し
い
遮
程
、
新
し
い

整
理
の提
出
と
な
り
、
す
べて
の
終
り

を
迎
える
た
め
に
こ
て幕
を
上
げ
ね
は

な.りぬ
S
・
ベケ
ソト
の
ド
ラ
マ
と
な

り、
コカ
・
コ
ー
プの
整
列
し
た
キ
ャ

ン
バ
ス、
あ
る
いは
塗
り
潰
さ
れ
た威

粂
旗
と
な
る
。
そし
て
それ
は
い
ま
あ

な
た
の
眼
削
に提
小さ
れ
て
あ
る
。
そ

れ
は
黙
し
て
譜
らず
、
た
だそ
こ
に
曾

脊
す
る
。
あ
と
は
、
あな
た
の出
力
ひ

と
つ
だ
。

か
く
て
わ
た
し
の
紬
ぴ
とな
る
が
、

か
よ
う
な
本
は
害
有
っ
て
益無
し
と
ま

で
は
い
か
な
く
と
も
、
買
っ
て役
立
つ

の
は
こ
く
一部
の
人
で
あ
ろ
う
し、
ま

た
買
っ
て
ま
っ
た
く
損
を
し
た
と思
う

の
も
ご
く
一部
の
人
で
あ
ろ
う
。嘗
物

と
は
本
来
そ
う
し
た
も
の
だ
.

だ
が
し
か
し
、
自
分
に
と
っ
て
ど
ち

・りか
知
り
た
い
人
は
、
勿
論
わた
し
の

解
睨な
ど
に
は
お
構
い
な
く
日
分
で
買

っ
てあ
ん
で
み
る
こ
と
だ
。
(紀
伊
国

置
書
店
刊
・
寓
階
秀
U爾
訳
・
九
八
〇

円
)

(劇
団
「現
代
劃
場
」
所
縄
)

'

…

それは、形式に岡化し、そこでその形式に
内実を与える者のことである。おかまが靴を
頭にのせて「私は女王様よ/」と叫ぷとき、

彼女、は女王様なのである/と りあえず靴を
頭にのせてみることだ。そうして自分は王様
(女王様)なのだと考えることができないの
なら、営はスタイリストの資格を持っていな

艇 ご スタイリスト ξ三留
ンセンスはない。センスなしに「俺はナンセ
ンスだ。儀の感性よ!」なんぞと気取らない

がいい/とりあ凡ずそのような感性は由疋し
ておこう。Cogi加e置go8um3な んというス
タイリストの明雄な思考なんだろう.噂仮の
道徳うを持ちたまえ。それが否定されるもの
なら、合定されようじゃないか。(J)
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自銀の志賀高原へ
志賀高原発噛温泉

ぞ
学生さん歓迎
スキー合宿にどう

鮒膨1000円から
クラス・サークル等団体様ご相談に応じます

1泊3

HOTELIWASUGE

日本観光旅館連盟会員
TEL<志 賀高原>2334

300円 よりお 一 人 様

も

 ぞ

鍋

9
りどビ ー ル パ ー テ ィを

◎ 寒さをふっとばす好評 、成 吉 思 汗
円より

 

灘
お 一 人 様

馴3く峯しい

m億随d瓢

讐
)3917クラブサークルの会合には連絡事務・貸ホー〃も承ります

電(22)3505

 

店条四町原河

電(23)1591三条小橋西詰先斗町店

ビヤホール 名物〃成吉思洋鍋
ジン お ス カン

ミ畠3ヘ ン

780


